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訳
注

【
翻
刻
】

　

夫（
一
）脩（
二
）道

洪
業
而
遺
芳
範
後
者
，
固
難
。
勵
志
勉
企
而
弗
忝（

三
）先

業

者
，
尤
難
。
遺
於
前
而
墜
於
後
，
雖
盛
弗
傳
也
。
繼
其
業
而
無
所
存
，

雖
美
弗
彰
也
。

　

日
本
禪
師
諱
良
，
字
策（

四
）彦

，
怡
齋
，
其
別
號
也
。
吾
聞
公
言
己

之
門
派
，
肇
自
徑
山
無
準
範
，
傳
無
學
元
，
元（

五
）傳

高
峰
日
，
日（

六
）傳

夢

窻
石
，
石（

七
）傳

默
翁
誡
，
誡（

八
）傳

太（
九
）岳

崇
，
崇

（
一
〇
）傳

竺
雲
連
，
連

（
一
一
）傳

心
翁
安
，

安（
一
二
）傳

至
公
。
淵
源
所
自
，
皆
詩
文
大
家
也
。
猗
歟
，
盛
哉
。
公
承
其

後
，
殘
膏
賸
馥
，
沾
漑
必
多
。
故
居
城
西
妙
智
院
，
會
良
友
，
結
詩

盟
，
聯
韻

（
一
三
）九

千
句
，
編
成
一
帙
，
以
存
後（

一
四
），

正
以
善
繼
先
師
之
業

也
。
使
公
無
著
作
垂
世
，
徒
事
問
學
，
而
以
不
克
丕
承
爲
懼
，
則
公

善
繼
之
志
，
將
闇
而
不
彰
，
鬱
而
不
發
，
滾
滾

（
一
五
）澎

湃
之
流
，
若
有
壅

塞
弗
決
，
而
歷
傳
丕
顯
之
譽
，
未
能
愈
遠
而
彌
存
也
。

　

吾
又
聞
，
默
翁
之
禪
餘
吟
，
全
愚
道
人
抄
東
坡
詩
并
抄
西
漢
書
，

竺
雲
之
瓶
梅
聯
句
，
并
盛
講
漢
書
之

（
一
六
）學

，
心
翁
旁
披

（
一
七
）儒

學
，
登
天
台

山
，
習
三
大
部
。
至
於
公
之
城
西
聯
句
，
前
後
相
繼
，
而
咸
有
遺
文
，

昭
眎
於
後
，
斯
故
蔓
延
垂
業
之
益
盛
耳
。
譬
猶
木
焉
，
本
根
雖
固
而

枝
葉
漸
茂
，
則
其
敷
榮
鬱

也
，
至
於
干
霄
而
蔽
日
，
沛
然
誰
能
禦

之
。
有
易
道
焉
，
地
中
生
木
，
以
時
而
升
。
山
上
有
木
，
其
進
以
漸
。

惟
公
弗
墜
先
業
，
而
相
繼
以
成
其
盛
，
此
其
所
以
爲
尤
難
也
。

　

或
曰
，
生
於
前
而
問
學
無
所
資
染
，
則
其
垂
業
也
難
。
生
於
後

而
問
學
有
所
依
附
，
則
其
繼
業
也
易
。
雖
然
，
軻
氏
謂
，
待
文
王
而

興
者
，
凡
民
也
。
若
夫
豪
傑
之
士
，
雖
無
文
王
猶
興
。
惟
在
人
立
志

之
篤
與
弗
篤
耳
。
志
苟
弗
篤
，
則
雖
賢
人
君
子
相
與
群
導
其
前
，
尤

不
可
入
乎
道
也
。
志
向
或
篤
，
則
雖
落
落

（
一
八
）無

隣
，
煢
煢

（
一
九
）孑

立
，
亦
克

天
龍
寺
妙
智
院
所
蔵
・
伝
豊
坊
撰
「
城
西
聯
句
序
」
訳
注
と
解
説

山
　 

崎
　 

　
　 

　
岳



−　 −52

成
其
德
矣
。
何
在
乎
其
有
所
依
附
哉
。
是
故
學
莫
先
於
立
志
也
。
志

確
則
道
精
，
道
精

（
二
〇
）則

言
實
，
詩
雖
弗
工
，
而
理
自
足
也
。
若
夫
玩
心

於
章
句
之
末
，
而
自
謂
吾
學
已
足
，
甚
者
至
棄
百
事
而
不
求
諸
心
，

曰
吾
能
詩
也
。
是
道
未
足
而
強
言
也
。
強
言
以
遺
後
觀
，
祗

（
二
一
）見

其
賤

陋
而
已
矣
。
況
望
其
能
篤
承
前
烈
哉
。

　

吾
今
觀
公
之
詩
，
言
近
而
指
遠
，
詞
約
而
思
深
。
寫
難
狀
之
景

如
在
目
前
，
含
不
盡
之
意
見
於
言
外
，
誠
理
蘊
於
心
而
嘉
言
孔
彰
，

炳
炳

（
二
二
）琅

琅
（
二
三
）焜

燿
於
後
世
者
也
。
豈
非
厲

（
二
四
）志

勉
企
而
弗
忝
先
業
者
哉
。

　

時
（
二
五
）嘉

靖
己
亥
孟
冬
月
吉

　

大
明
國
前
進
士
浙
江
解
元
東
鄞
南
禺
外
史
豐
存
叔
書

註（
一
）	

夫
：
牧
田
本
は
「
天
」
に
誤
る
。

（
二
）	

脩
：
牧
田
本
は
「
修
」
に
作
る
。

（
三
）	

忝
：
牧
田
本
は
「
恭
」
に
誤
る
。

（
四
）	

策
：
原
文
は
「

」
に
作
る
。

（
五
）	

元
：
原
文
は
「
々
」
に
作
る
。

（
六
）	

日
：
原
文
は
「
々
」
に
作
る
。

（
七
）	

石
：
原
文
は
「
々
」
に
作
る
。

（
八
）	

誡
：
原
文
は
「
々
」
に
作
る
。

（
九
）	

太
：
牧
田
本
は
「
大
」
に
作
る
。

（
一
〇
）
崇
：
原
文
は
「
々
」
に
作
る
。

（
一
一
）
連
：
原
文
は
「
々
」
に
作
る
。

（
一
二
）
安
：
原
文
は
「
々
」
に
作
る
。

（
一
三
）
韻
：
牧
田
本
は
「
韵
」
に
作
る
。

（
一
四
）

：
牧
田
本
は
「
貽
」
に
誤
る
。

（
一
五
）
滾
滾
：
牧
田
本
は
「
瀼
瀼
」
に
誤
る
。

（
一
六
）
之
：
牧
田
本
は
「
之
」
を
缺
く
。

（
一
七
）
披
：
牧
田
本
は
「
捜
」
に
誤
る
。

（
一
八
）
落
：
原
文
は
「
々
」
に
作
る
。

（
一
九
）
煢
：
原
文
は
「
々
」
に
作
る
。

（
二
〇
）
道
精
：
原
文
は
「
々
々
」
に
作
る
。

（
二
一
）
祗
：
牧
田
本
は
「
祇
」
に
作
る
。

（
二
二
）
炳
：
原
文
は
「
々
」
に
作
る
。

（
二
三
）
琅
：
原
文
は
「
々
」
に
作
る
。

（
二
四
）
厲
：
牧
田
本
は
「
勵
」
に
作
る
。

（
二
五
）
時
：
原
文
は
「
峕
」
に
作
る
。
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【
訓
読
】

夫そ

れ
、
道み

ち

を
脩お

さ

め（
（
（

業わ
ざ

を
洪お

お

い
に
し
て（

（
（

芳か
ん
ばせ

を
遺の

こ

し
後の

ち

に
範の

り

た
る（

（
（

者こ
と

、

固も
と

よ
り
難か

た

く
、
志

こ
こ
ろ
ざ
しを

励み
が

き
勉つ

と

め
企あ

お
ぎみ

て（
（
（

先せ
ん
ぎ
ょ
う

業
を
忝

は
ず
か
しめ

ざ
る
者こ

と

、（
（
（

尤も
っ
とも

難か
た

し
。
前さ

き

よ
り
遺の

こ

さ
る
る
も
後あ

と

に
墜お

と

し
め
ば（

（
（

、
盛さ

か

ん
な
る
と
雖い

え
ども

伝つ
た

わ
ら
ず（

（
（

、
其そ

の
業わ

ざ

を
継つ

ぐ
と
も
存の

こ

す
所

と
こ
ろ

無な

く
ん
ば
、
美う

る
わし

と
雖い

え
ども

彰
あ
ら
わ

れ
ざ
る
な
り（

（
（

。

日に
っ
ぽ
ん本

の
禅ぜ

ん
じ師

、
諱い

み
なは

良り
ょ
う、

字あ
ざ
なは

策さ
く
げ
ん彦

、
怡い

斎さ
い

は（
（
（

其そ

の
別べ

つ
ご
う号

な
り
。

吾わ

れ
、
公こ

う

が
己お

の
れの

門も
ん
ぱ派

を
言い

う
を
聞き

く
に
、
径き

ん

山ざ
ん

の（
（1
（

無ぶ

準じ
ゅ
ん

範は
ん

よ（
（1
（

り
肇は

じ

ま
り
、
無む

学が
く

元げ
ん

に（
（1
（

伝つ
た

え
、
元げ

ん

よ
り
高こ

う

峰ほ
う

日に
ち

に（
（1
（

伝つ
た

え
、
日に

ち

よ
り
夢む

窓そ
う

石せ
き

に（
（1
（

伝つ
た

え
、
石せ

き

よ
り
黙も

く

翁お
う

誡か
い

に（
（1
（

伝つ
た

え
、
誡か

い

よ
り
太た

い

岳が
く

崇す
う

に（
（1
（

伝つ
た

え
、
崇す

う

よ
り

竺じ
く

雲う
ん

連れ
ん

に（
（1
（

伝つ
た

え
、
連れ

ん

よ
り
心し

ん

翁お
う

安あ
ん

に（
（1
（

伝つ
た

え
、
安あ

ん

よ
り
伝つ

た

え
て
公こ

う

に
至い

た

る
。
淵え

ん
げ
ん源

の
自よ

る
所と

こ
ろ、

み
な
詩し

文ぶ
ん

の
大た

い

家か

な
り
。
猗あ

あ歟
、
盛さ

か

ん
な
る

か
な
。
公こ

う

は
其そ

の
後あ

と

を
承う

け
、
殘ざ

ん

膏こ
う

賸し
ょ
う

馥ふ
く

、
沾せ

ん

漑が
い

必
ず
多
し（

（1
（

。
故ゆ

え

に

城じ
ょ
う

西さ
い

の
妙

み
ょ
う

智ち

院い
ん

に（
（2
（

居き
ょ

し
、
良り

ょ
う
ゆ
う友を

会か
い

し
、
詩し

め
い盟

を
結む

す

び
、
韻い

ん

を
聯つ

ら

ぬ

る
こ
と
九き

ゅ
う
せ
ん
く

千
句
、
編あ

み
て
一い

っ
ち
つ帙

を
成な

し
、
以も

っ
て
後こ

う
せ
ん

に
存そ

ん

す
。
正ま

さ

し
く
以も

っ
て
善よ

く
先せ

ん
し師

の
業わ

ざ

を
継つ

ぐ
も
の
な
り（

（2
（

。
公こ

う

を
し
て
著ち

ょ
さ
く作

の

世よ

に
垂た

る
る
無な

く
、
徒い

た
ずら

に
問も

ん
が
く学

を
事こ

と

と
し
、
而し

こ
うし

て
丕ひ

し
ょ
う承

す（
（2
（

る
克あ

た

わ
ざ
る
を
以も

っ
て
懼お

そ

れ
と
爲
さ
し
め
ば
、
則す

な
わち

公こ
う

の
善ぜ

ん

継け
い

の
志

こ
こ
ろ
ざ
し

は（
（2
（

、

将ま
さ

に
闇く

ら

く
し
て
彰あ

ら
われ

ず（
（2
（

、
鬱こ

も

り
て
発は

っ

せ
ざ
ら
ん
と
す
。
滾こ

ん

々こ
ん

澎ほ
う

湃は
い

の

流な
が

れ
は
、
壅よ

う

塞そ
く

し
て
決け

っ

せ
ざ
る
有あ

る
若ご

と

く
、
而し

こ
うし

て
歴れ

き

伝で
ん

丕ひ

顕け
ん

の（
（2
（

誉ほ
ま

れ
は
、
未い

ま

だ
愈い

よ
いよ

遠と
お

く
し
て
弥い

よ
いよ

存そ
ん

す
る
こ
と
能あ

た

わ
ざ
る
な
り
。

吾わ

れ
又ま

た

聞き

く
、
黙も

く

翁お
う

の
『
禅ぜ

ん

餘よ

吟ぎ
ん

』（
（2
（

を
。
全ぜ

ん

愚ぐ

道ど
う

人じ
ん

の（
（2
（

『
東と

う

坡ば

詩し

』（
（2
（

を
抄し

ょ
うし

、
并な

ら

び
に
『
西せ

い
か
ん
じ
ょ

漢
書
』
を
抄し

ょ
うせ

る
を（

（2
（

。
竺じ

く

雲う
ん

の
『
瓶へ

い

梅ば
い

聯れ
ん

句く

』（
（3
（

、
并な

ら

び
に
盛さ

か

ん
に
『
漢か

ん
じ
ょ書

』
の
学
を
講
ぜ
る
を（

（3
（

。
心し

ん

翁お
う

の
旁

か
た
わ

ら
に
儒じ

ゅ

学が
く

を
披ひ

ら

き
、
天て

ん

台だ
い

山さ
ん

に
登
り
、
三さ

ん

大だ
い

部ぶ

を
習な

ら

え
る
を（

（3
（

。
公こ

う

の

『
城

じ
ょ
う

西さ
い

聯れ
ん

句く

』
に
至い

た

る
ま
で
、
前ぜ

ん

後ご

相あ
い

継つ

ぎ
、
而し

こ
うし

て
咸み

な

遺い

文ぶ
ん

あ
り

て
後あ

と

に
昭

し
ょ
う

眎し

す
。
斯か

か
る
故ゆ

え

に
蔓ま

ん
え
ん延

し
て
業わ

ざ

を
垂た

る
る
こ
と
益ま

す
ま
す々

盛さ
か

ん
な
る
の
み
。
譬た

と

え
ば
猶な

お
木き

の
ご
と
し（

（3
（

。
本も

と

の
根ね

は
固か

た

し
と
雖い

え
ども

、

枝え
だ
は葉

は
漸よ

う
やく

茂し
げ

く
、
則す

な
わち

其そ

の
敷ふ

榮え
い

鬱う
つ
た
い

す
る
や
、
霄し

ょ
うを

干お
か

し
て
日ひ

を
蔽お

お

う（
（3
（

に
至
り
、
沛は

い

然ぜ
ん

、
誰だ

れ

か
能よ

く
之こ

れ
を
禦ふ

せ

が
ん（

（3
（

。『
有ゆ

う

易え
き

』（
（3
（

は

道い

え
り
。「
地ち

ち
ゅ
う中

に
木き

を
生し

ょ
うじ

、時と
き

を
以も

っ
て
升の

ぼ

る（
（3
（

。
山さ

ん
じ
ょ
う上に

木き

あ
り
、

其そ

の
進す

す

む
に
漸ぜ

ん

を
以も

っ
て
す（

（3
（

」と
。
惟た

だ
公こ

う

は
先せ

ん
ぎ
ょ
う業を

墜お

と
し
め
ず
，

而し
こ
うし

て
相あ

い

継つ

い
で
以も

っ
て
其そ

の
盛さ

か

ん
な
る
を
成な

せ
る
は
、
此こ

れ
其そ

の

以も

っ
て
尤も

っ
とも

難か
た

し
と
為す

る
所と

こ
ろな

り
。

或あ

る
ひ
と
曰い

わ

く
、
前さ

き

に
生う

ま

る
る
と
も
問も

ん
が
く学

に
資し

ぜ
ん染

す
る
所

と
こ
ろ

無な

く
ん

ば
、
則す

な
わち

其そ

の
業わ

ざ

を
垂た

る
る
や
難か

た

し
。
後あ

と

に
生う

ま

る
る
と
も
問も

ん
が
く学

に
依い

附ふ

す
る
所

と
こ
ろ

有あ

ら
ば
、
則す

な
わち

其そ

の
業わ

ざ

を
継つ

ぐ
や
易や

す

し
。
然し

か

り
と
雖い

え
ども

、

軻か

氏し

謂い

え
ら
く
、「
文ぶ

ん

王お
う

を
待ま

ち
て
興お

こ

る
者は

、
凡は

ん

民み
ん

な
り
。
夫そ

れ

豪ご
う
け
つ傑

の
士し

の
若ご

と

き
は
、
文ぶ

ん

王お
う

無な

し
と
雖い

え
ども

猶な

お
興お

こ

る（
（3
（

」
と
。
惟こ

れ
人ひ

と

の
立り

っ
し志

の
篤あ

つ

き
と
篤あ

つ

か
ら
ざ
る
と
に
在あ

る
の
み
。
志

こ
こ
ろ
ざ
し

苟い
や
し
くく

も
篤あ

つ

か
ら
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ず
ん
ば
、
則す

な
わち

賢け
ん

人じ
ん

君く
ん

子し

相あ
い

与と
も

に
其そ

の
前ま

え

を
群ぐ

ん
ど
う導

す
る
と
雖い

え
ども

、
道み

ち

に
入い

る
こ
と
尤も

っ
とも

可か

な
ら
ず
。
志し

こ
う向

或あ
る

い
は
篤あ

つ

か
ら
ば
、
則す

な
わち

落ら
く

落ら
く

無む

隣り
ん

に
し
て
、
煢け

い

煢け
い

孑け
つ

立り
つ

す
る
と
雖い

え
ども

、
ま
た
克よ

く
其そ

の
徳と

く

を
為な

す
。

何い
ず
くん

ぞ
其そ

の
依い

附ふ

す
る
所

と
こ
ろ

有あ

る
に
在あ

ら
ん
や
。
是こ

の
故ゆ

え

に
、
学が

く

は

立り
っ
し志

に
先さ

き

ん
ず
る
莫な

き
な
り（

（4
（

。
志

こ
こ
ろ
ざ
し

確た
し

か
な
ら
ば
、
則す

な
わち

道み
ち

は
精き

よ

ら
か

な
り
。
道み

ち

精き
よ

ら
か
な
ら
ば
、
則す

な
わち

言げ
ん

は
実ま

こ
とな

り
。
詩し

は
工た

く

み
な
ら
ず

と
雖い

え
ども

、
理り

は
自お

の
ずか

ら
足た

る
な
り（

（4
（

。
夫そ

れ
章し

ょ
う
く句

の
末ま

つ

に
玩が

ん

心し
ん

し
、
而

し
こ
う

し
て
自み

ず
から

吾わ

が
学が

く

は
已す

で

に
足た

る
と
謂い

う
が
若ご

と

き
、
甚

は
な
は
だし

き
者は

、
百ひ

ゃ
く
じ事

を
棄す

て
て
諸こ

れ

を
心こ

こ
ろに

求も
と

め
ず
、
吾わ

れ
詩し

を
能よ

く
す
る
な
り
と
曰い

う
に

至い
た

る
や（

（4
（

、
是こ

れ
道み

ち

未い
ま

だ
足た

り
ず
し
て
言げ

ん

を
強し

う
る
な
り（

（4
（

。
言げ

ん

を
強し

い

て
以も

っ
て
後こ

う

観か
ん

に
遺の

こ

す
は
、
祗た

だ
其そ

の
賤せ

ん
ろ
う陋

を
見あ

ら

わ
す
の
み
な
り
。

況い
わ

ん
や
其そ

の
能よ

く
前ぜ

ん
れ
つ烈

を
篤と

く
し
ょ
う承す

る
を
望の

ぞ

ま
ん
や
。

吾わ

れ
今い

ま

公こ
う

の
詩し

を
観み

る
に
、
近ち

か

き
を
言い

い
て
遠と

お

き
を
指さ

し
、
詞こ

と
ばは

約や
く

に
し
て
思お

も

い
は
深ふ

か

し
。
状あ

ら
わし

難が
た

き
の
景け

い

を
写う

つ

す
こ
と
目も

く

前ぜ
ん

に
在あ

る

が
如ご

と

く
、
含ふ

く

み
て
尽つ

く
さ
ざ
る
の
意い

は
言げ

ん

外が
い

に
見あ

ら

わ
る（

（4
（

。
誠ま

こ
とに

理り

は

心こ
こ
ろに

蘊た
く
わえ

ら
れ
て
嘉か

言げ
ん

孔お
お

い
に
彰

あ
ら
わ

れ（
（4
（

、
炳へ

い

炳へ
い

琅ろ
う

琅ろ
う

と
後こ

う
せ
い世

に
焜こ

ん
や
く燿

す

る
者も

の

な
り（

（4
（

。
豈あ

に
志

こ
こ
ろ
ざ
しを

励み
が

き
勉つ

と

め
企あ

お
ぎみ

て
先せ

ん
ぎ
ょ
う業を

忝
は
ず
か
しめ

ざ
る
者も

の

に
非あ

ら

ず
や
。

時と
き

は
嘉か

せ
い靖

己き
が
い亥

孟も
う
と
う
げ
つ

冬
月
吉

き
ち
じ
つ

◇（
（4
（

大だ
い
み
ん
こ
く

明
國
前さ

き
の

進し
ん
し士

、
浙せ

っ
こ
う江

解か
い
げ
ん元

、
東と

う
ぎ
ん鄞

南な
ん
ぐ
う禺

外が
い
し史

、
豐

ほ
う
そ
ん
し
ゅ
く

存
叔
書し

ょ

す（
（4
（

。

註（
1
）	

脩
道
：
脩
は
修
に
通
ず
。「
脩
」
に
作
る
の
は
、『
中
庸
』
冒
頭
の
「
天

命
之
謂
性
，
率
性
之
謂
道
，
脩
道
之
謂
教
。」
の
用
字
を
ふ
ま
え
た
も

の
か
。

（
2
）	

洪
業
：
大
き
な
し
ご
と
。
こ
こ
で
は
新
た
な
法
統
を
起
こ
す
こ
と
を

い
う
。『
漢
書
』
巻
六
・
武
帝
本
紀
に
「
可
以
章
先
帝
之
洪
業
休
德
」

と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
史
書
の
用
例
の
多
く
が
王
朝
始
祖
に
よ
る
建

国
の
偉
業
、
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
皇
統
を
称
す
る
こ
と
を
ふ
ま
え
た

も
の
。

（
3
）	

遺
芳
範
後
者
：『
文
選
』
卷
三
六
・
傅
亮
「
為
宋
公
修
楚
元
王
墓
教
」

に
「
楚
元
王
積
仁
基
德
，
啓
藩
斯
境
。
素
風
道
業
，
作
範
後
昆
。
本

支
之
祚
，
實
隆
鄙
宗
。
遺
芳
餘
烈
，
奮
乎
百
世
。」
と
あ
る
。
あ
る
い

は
こ
れ
を
ふ
ま
え
た
も
の
か
。

（
4
）	

勉
企
：
つ
と
め
の
ぞ
む
。『
文
苑
英
華
』
卷
四
五
三
・
制
書
六
「
授
高

承
恭
振
武
軍
節
度
使
制
」
に
、「
羌
戎
稽
顙
，
種
落
歸
心
，
行
之
非
難
，

勉
企
前
哲
」
と
あ
り
、
先
人
の
遺
徳
を
敬
慕
祖
述
す
る
こ
と
を
い
う
。

六
朝
以
前
に
は
用
例
が
み
え
ず
、唐
宋
以
降
の
熟
語
と
思
わ
れ
る
。『
説

文
解
字
』
に
よ
る
と
、「
企
」
と
は
も
と
踵
を
上
げ
て
爪
立
つ
こ
と
で
、

そ
こ
か
ら
「
の
ぞ
み
み
る
」「
あ
お
ぎ
み
る
」「
こ
い
ね
が
う
」「
く
わ

だ
て
る
」
な
ど
の
意
が
派
生
し
た
。

（
5
）	
弗
忝
先
業
：「
忝
」
は
、
は
ず
か
し
め
る
。『
爾
雅
』
釋
言
に
「
忝
，

辱
也
。」
と
あ
る
。『
尚
書
』
商
書
・
太
甲
上
に
「
嗣
王
戒
哉
。
祗
爾

厥
辟
，
辟
不
辟
，
忝
厥
祖
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
接
に
は
こ
れ
を

ふ
ま
え
た
も
の
か
。
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（
6
）	

墜
：
お
ち
る
。
お
と
す
。
う
し
な
う
。『
廣
雅
・
釋
詁
二
』：「
墜
，
失
也
。」

（
7
）	
雖
盛
不
傳
：
こ
れ
に
続
く
「
雖
美
不
彰
」
の
句
と
あ
わ
せ
て
、韓
愈
「
與

于
襄
陽
書
」
の
「
莫
爲
之
前
，
雖
美
而
不
彰
，
莫
爲
之
後
，
雖
盛
而

不
傳
」
の
句
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
世
の
名
士
に
は
、
必

ず
こ
れ
を
引
き
立
て
る
先
達
と
こ
れ
を
引
き
継
ぐ
後
進
が
い
る
こ
と

を
い
う
。

（
8
）	

雖
美
不
彰
：
前
掲
注
（
７
）
に
同
じ
く
、
韓
愈
「
與
于
襄
陽
書
」
を

ふ
ま
え
た
も
の
。
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
沈
約
「
辨
聖
論
」
に
「
若

不
表
示
聖
功
，
制
禮
作
樂
，
則
太
平
之
基
不
著
，
二
聖
之
美
不
彰
。」

と
あ
る
。
も
し
も
周
公
が
礼
楽
を
作
ら
な
け
れ
ば
、
文
王
・
武
王
の

聖
徳
は
後
世
に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
、
と
の
意
。
韓
愈
の
句

は
こ
れ
を
ふ
ま
え
た
も
の
か
。

（
9
）	

怡
齋
：
初
渡
の
時
点
で
の
策
彦
の
別
号
。
再
渡
時
に
は
謙
齋
と
改
め

て
い
た
こ
と
が
、豊
坊
撰
「
謙
齋
記
」
に
見
え
る
。（〔
牧
田 

二
〇
一
六
〕

第
一
部
・
十
二 

雑
録
「（
一
）
謙
齋
記
」）

（
10
）	

徑
山
：
通
例
「
き
ん
ざ
ん
」
と
唐
音
で
読
む
。
浙
江
省
杭
州
市
西
北

に
あ
る
山
名
。
こ
こ
で
は
唐
代
に
国
一
禅
師
・
道
欽
に
よ
っ
て
山
中

に
開
か
れ
た
径
山
寺
こ
と
能
仁
興
聖
万
寿
禅
寺
を
指
す
。
大
慧
宗
杲
・

無
準
師
範
・
虚
堂
智
愚
・
密
雲
円
悟
ら
が
住
持
し
、
日
本
の
臨
済
宗
・

黄
檗
宗
の
法
系
に
連
な
る
諸
僧
を
輩
出
し
た
。（〔
禅
学 

一
九
八
五
〕「
き

ん
ざ
ん
」「
ま
ん
じ
ゅ
じ
」）

（
11
）	

無
準
範
：
無
準
師
範
（
一
一
七
七
―
一
二
四
九
）。
臨
済
宗
楊
岐
派
破

菴
派
。
剣
州
梓
潼
県
（
現
四
川
省
綿
陽
市
）
の
人
。
俗
姓
は
雍
氏
。

九
歳
で
出
家
し
、
蘇
州
の
西
華
秀
峰
寺
の
破
菴
祖
先
の
も
と
で
印
可

を
受
け
、
そ
の
法
を
嗣
ぐ
。
定
慧
寺
・
雪
竇
寺
・
阿
育
王
寺
等
を
経
て
、

径
山
万
寿
寺
の
住
持
に
つ
き
、
理
宗
か
ら
仏
鑑
禅
師
の
号
を
受
け
る
。

法
嗣
に
雪
巌
祖
欽
・
無
学
祖
元
・
兀
庵
普
寧
・
環
溪
惟
一
ら
が
お
り
、

日
本
僧
と
し
て
は
円
爾
が
知
ら
れ
る
。（〔
禅
学 

一
九
八
五
〕「
し
ば
ん
」）

（
12
）	

無
學
元
：
無
学
祖
元
（
一
二
二
六
―
一
二
八
六
）。
臨
済
宗
楊
岐
派
破

菴
派
。
南
宋
・
元
の
慶
元
府
鄞
県
（
現
寧
波
）
の
人
。
俗
姓
は
許
氏
。

径
山
の
無
準
師
範
に
印
可
を
受
け
て
嗣
法
。
無
準
の
死
後
は
霊
隠
寺
・

阿
育
王
寺
等
で
修
行
し
た
。
元
の
南
宋
侵
攻
に
あ
た
り
浙
東
の
諸
寺

を
転
々
と
す
る
が
、
北
条
時
宗
の
招
き
に
応
じ
て
来
日
し
、
建
長
寺

の
住
持
を
務
め
、
そ
の
後
時
宗
に
よ
っ
て
円
覚
寺
の
開
山
に
迎
え
ら

れ
た
。
死
後
、仏
光
国
師
、つ
い
で
円
満
常
照
国
師
の
諡
号
を
受
け
た
。

（〔
禅
学 

一
九
八
五
〕「
そ
げ
ん
」）

（
13
）	

高
峰
日
：
高
峰
顕
日
（
一
二
四
一
―
一
三
一
六
）。
臨
済
宗
仏
光
派
。

字
は
密
道
。
後
嵯
峨
天
皇
の
皇
子
に
生
ま
れ
た
が
、
東
福
寺
の
円
爾

の
も
と
で
出
家
し
、
鎌
倉
建
長
寺
で
兀
庵
普
寧
に
随
侍
、
来
朝
し
た

無
学
祖
元
に
印
可
を
受
け
て
そ
の
法
統
を
嗣
い
だ
。
そ
の
後
は
那
須

の
雲
巌
寺
に
帰
住
し
た
が
、
や
が
て
再
び
乞
わ
れ
て
鎌
倉
の
浄
妙
寺
・

浄
智
寺
・
建
長
寺
の
住
持
を
歴
任
し
た
。
法
嗣
に
太
平
妙
準
・
天
岸

慧
広
ら
が
あ
り
、
夢
窓
疎
石
も
そ
の
一
人
。
死
後
、
仏
国
禅
師
、
つ

い
で
仏
国
応
供
広
済
国
師
と
諡
さ
れ
た
。（〔
玉
村 

二
〇
〇
三
〕「
こ
う

ほ
う
け
ん
に
ち
」）

（
14
）	
夢
窻
石
：
夢
窓
疎
石
（
一
二
七
五
―
一
三
五
一
）。
臨
済
宗
夢
窓
派
。

俗
姓
は
佐
々
木
氏
。
鎌
倉
末
か
ら
室
町
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
、
禅

林
の
組
織
化
を
進
め
た
政
僧
と
し
て
著
名
。
伊
勢
の
生
ま
れ
だ
が
、
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幼
少
期
に
甲
斐
に
移
住
し
て
出
家
し
、
奈
良
東
大
寺
で
受
戒
。
京
都

建
仁
寺
で
無
隠
円
範
、
鎌
倉
建
長
寺
で
一
山
一
寧
に
師
事
し
た
の
ち
、

高
峰
顕
日
に
つ
い
て
そ
の
印
可
を
受
け
、
法
嗣
と
認
め
ら
れ
た
。
そ

の
後
、
後
醍
醐
天
皇
と
北
条
高
時
の
要
請
に
よ
り
南
禅
寺
に
住
し
、

建
武
新
政
期
に
は
後
醍
醐
天
皇
に
よ
っ
て
京
都
嵯
峨
の
臨
川
寺
開
山

に
迎
え
ら
れ
、
天
皇
の
死
後
は
足
利
尊
氏
の
天
龍
寺
建
立
に
と
も
な

い
そ
の
開
山
を
務
め
た
。
こ
の
間
、甲
斐
の
恵
林
寺
、阿
波
の
補
陀
寺
、

洛
西
の
西
芳
寺
な
ど
、
数
々
の
寺
の
開
山
に
関
与
し
、
ま
た
尊
氏
・

直
義
兄
弟
に
勧
め
て
、
南
北
朝
内
乱
の
戦
没
者
を
弔
う
た
め
全
国
に

安
国
寺
利
生
塔
を
創
設
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
天
龍
寺
の
造
営
費
を
得

る
た
め
の
遣
元
貿
易
船
、
い
わ
ゆ
る
天
龍
寺
船
を
組
織
す
る
な
ど
、

政
治
的
に
も
手
腕
を
発
揮
し
た
。
生
存
中
に
三
つ
、
死
後
に
四
つ
の

国
師
号
を
受
け
た
こ
と
か
ら
七
朝
帝
師
と
呼
ば
れ
、
門
弟
は
一
万
三

千
に
及
ん
だ
と
も
い
う
。
そ
の
法
嗣
は
、
無
極
志
玄
・
春
屋
妙
葩
・

龍
湫
周
沢
・
義
堂
周
信
・
絶
海
中
津
・
黙
翁
妙
誡
な
ど
、
枚
挙
に
暇

が
な
い
。
和
歌
・
作
庭
の
才
で
も
知
ら
れ
、
天
龍
寺
・
西
芳
寺
の
庭

園
は
そ
の
代
表
的
な
作
例
と
さ
れ
る
。（〔
玉
村 

二
〇
〇
三
〕「
む
そ
う

そ
せ
き
」）

（
15
）	

黙
翁
誡
：
黙
翁
妙
誡
（
一
三
一
一
―
一
三
八
四
）。
臨
済
宗
夢
窓
派
。

肥
前
の
人
。
俗
姓
は
源
氏
。
夢
窓
疎
石
に
師
事
し
、
そ
の
首
座
を
務

め
た
。
光
厳
・
光
明
上
皇
の
招
き
に
よ
り
伏
見
大
光
明
寺
に
住
持
し
、

や
が
て
細
川
頼
之
の
請
を
承
け
て
阿
波
の
補
陀
寺
に
移
っ
た
。
そ
の

後
、
京
都
臨
川
寺
に
住
し
、
晩
年
に
嵯
峨
に
華
蔵
院
を
開
い
た
。
現

在
の
妙
智
院
は
華
蔵
院
の
故
地
に
所
在
す
る
。
法
嗣
に
大
岳
周
崇
ら
。

（〔
玉
村 

二
〇
〇
三
〕「
も
く
お
う
み
ょ
う
か
い
」）

（
16
）	

太
岳
崇
：
大
岳
周
崇
（
一
三
四
五
―
一
四
二
三
）。
別
号
は
全
愚
道
人
。

臨
済
宗
夢
窓
派
。
阿
波
の
人
。
俗
姓
は
一
宮
氏
。
阿
波
補
陀
寺
に
住

し
た
黙
翁
の
も
と
で
僧
童
と
な
り
、
黙
翁
が
京
都
臨
川
寺
に
移
る
の

に
随
っ
て
上
洛
、
そ
こ
で
得
度
し
た
。
嗣
法
後
、
等
持
寺
の
住
持
を

務
め
た
が
、そ
の
後
、足
利
義
満
に
よ
っ
て
相
国
寺
鹿
苑
院
に
招
か
れ
、

絶
海
中
津
の
後
を
継
い
で
僧
録
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
義
満
の
死
後
は
、

義
持
の
篤
い
帰
依
を
受
け
、
天
龍
寺
に
続
い
て
南
禅
寺
の
住
持
を
務

め
た
。
法
嗣
に
竺
雲
等
連
ら
。
絶
海
中
津
・
義
堂
周
信
・
瑞
溪
周
鳳
・

惟
肖
得
巌
ら
、
当
時
の
漢
詩
文
の
名
手
た
ち
と
交
わ
り
、
と
く
に
『
漢

書
』
に
精
通
し
た
と
さ
れ
る
。（〔
玉
村 

二
〇
〇
三
〕「
だ
い
が
く
し
ゅ

う
す
う
」）

（
17
）	

竺
雲
連
：
竺
雲
等
連
（
一
三
八
三
―
一
四
七
一
）。
別
号
に
自
彊
・
小

朶
子
・
重
艮
叟
な
ど
。
臨
済
宗
夢
窓
派
。
遠
江
の
人
。
俗
姓
は
井
伊
氏
。

天
龍
寺
で
修
行
し
、
万
寿
寺
・
相
国
寺
・
南
禅
寺
等
の
住
持
を
経
て
、

相
国
寺
鹿
苑
院
の
僧
録
に
任
じ
た
。
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）、
現
在

の
宝
厳
院
の
地
に
妙
智
院
を
開
創
し
寿
塔
と
し
た
。
瑞
溪
周
鳳
・
希

世
霊
彦
ら
と
交
遊
し
、
門
生
に
は
法
嗣
の
心
翁
等
安
の
ほ
か
、
桃
源

瑞
仙
ら
が
い
る
。（〔
玉
村 

二
〇
〇
三
〕「
じ
く
う
ん
と
う
れ
ん
」）

（
18
）	

心
翁
安
：
心
翁
等
安
（
？
―
一
五
二
三
）。
出
身
は
不
詳
。
竺
雲
等
連

の
法
嗣
と
し
て
、
臨
川
寺
・
天
龍
寺
の
住
持
を
務
め
た
。
晩
年
に
は

妙
智
院
の
塔
主
と
し
て
余
生
を
送
っ
た
。
策
彦
は
九
歳
で
心
翁
の
も

と
で
出
家
得
度
し
、
そ
の
法
を
嗣
い
だ
。（〔
玉
村 

二
〇
〇
三
〕「
し
ん

の
う
と
う
あ
ん
」）
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（
19
）	

殘
膏
賸
馥
，沾
漑
必
多
矣
：
殘
膏
賸
馥
は
、脂
や
香
り
の
残
っ
て
あ
ま
っ

た
も
の
の
意
。
沾
漑
は
潤
し
満
た
す
意
。
転
じ
て
先
人
の
遺
徳
が
後

人
を
裨
益
す
る
こ
と
。『
新
唐
書
』
巻
二
〇
一
・
杜
甫
列
伝
の
、「
殘

膏
賸
馥
，
沾
丐
後
人
多
矣
」
を
踏
ま
え
た
句
。

（
20
）	

城
西
妙
智
院
：
城
西
と
は
「
宮
城
の
西
」
の
意
。
妙
智
院
は
嵯
峨
天

龍
寺
の
塔
頭
の
一
。
竺
雲
等
連
が
堺
商
人
の
外
護
を
得
て
寿
塔
と
し

て
開
創
し
た
も
の
で
、
も
と
は
曹
源
池
南
方
の
亀
山
の
麓
に
位
置
し

た
。
策
彦
周
良
は
大
永
三
年
（
一
五
二
二
）、
弱
冠
二
二
歳
に
し
て
師

の
心
翁
を
失
い
、
以
後
不
在
期
間
も
含
め
て
死
去
す
る
ま
で
同
院
の

第
三
世
住
持
を
務
め
た
。
天
龍
寺
塔
頭
の
う
ち
最
大
を
誇
っ
た
が
、

幕
末
の
禁
門
の
変
に
際
し
て
焼
亡
し
、
そ
の
後
現
在
地
に
移
転
し
た
。

策
彦
の
日
記
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
遺
品
は
こ
こ
に
所
蔵
さ
れ
、

現
在
は
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。（〔
牧
田 

二
〇
一
六
〕

第
二
部
「
策
彦
入
明
記
の
系
譜
」）

（
21
）	

善
繼
先
師
之
業
：『
中
庸
』の
次
の
句
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
子

曰
，
武
王
、
周
公
其
達
孝
矣
乎
。
夫
孝
者
，
善
繼
人
之
志
、
善
述
人

之
事
者
也
。」

（
22
）	

丕
承
：「
丕
」
は
大
い
に
、「
承
」
は
継
承
の
意
。『
尚
書
』「
君
牙
」
に
、

周
の
穆
王
が
君
牙
な
る
臣
下
に
命
じ
た
言
葉
と
し
て
、「
嗚
呼
，
丕
顯

哉
，
文
王
謨
。
丕
承
哉
，
武
王
烈
。
啓
佑
我
後
人
，
咸
以
正
罔
缺
。」

と
あ
る
。
武
王
が
父
・
文
王
の
遺
業
を
継
い
で
殷
の
放
伐
を
果
た
し

た
こ
と
を
「
丕
承
」
と
称
し
て
讃
え
た
も
の
で
あ
る
。
君
牙
篇
自
体

は
東
晋
に
成
立
し
た
偽
書
と
さ
れ
る
が
、『
孟
子
』
滕
文
公
下
に
も
「
書

曰
」
と
し
て
ほ
ぼ
同
一
の
句
が
引
用
さ
れ
る
。

（
23
）	

善
繼
之
志
：
前
掲
注
（
21
）
の
『
中
庸
』
の
句
「
善
繼
人
之
志
」
を

ふ
ま
え
た
も
の
。

（
24
）	

闇
而
不
彰
，鬱
而
不
發
：『
荘
子
』
天
下
篇
に
「
天
下
大
亂
，賢
聖
不
明
，

道
德
不
一
，
天
下
多
得
一
察
焉
以
自
好
。
…
…
是
故
内
聖
外
王
之
道
，

闇
而
不
明
，
鬱
而
不
發
，
天
下
之
人
各
為
其
所
欲
焉
以
自
為
方
。」
と

あ
る
の
を
ふ
ま
え
た
句
か
。

（
25
）	

丕
顯
：「
丕
」
は
大
い
に
、「
顕
」
は
光
り
輝
く
こ
と
。『
尚
書
』
太
甲

上
に
「
伊
尹
乃
言
曰
，先
王
昧
爽
丕
顯
，坐
以
待
旦
」
と
あ
る
。
ま
た
、

前
掲
注
（
22
）
に
掲
げ
た
同
書
「
君
牙
」
の
用
例
で
は
、
文
王
の
輝

か
し
い
徳
を
「
丕
顕
」
と
讃
え
、
そ
れ
を
継
い
だ
武
王
の
「
丕
承
」

と
対
を
な
す
も
の
と
す
る
。

（
26
）	

禪
餘
吟
：
黙
翁
妙
誡
の
詩
集
。
現
在
は
伝
わ
ら
な
い
。（〔
玉
村 

二
〇

〇
三
〕「
も
く
お
う
み
ょ
う
か
い
」）

（
27
）	

全
愚
道
人
：
大
岳
周
崇
の
別
号
。（〔
玉
村 

二
〇
〇
三
〕「
だ
い
が
く
し
ゅ

う
す
う
」）

（
28
）	

抄
東
坡
詩
：
大
岳
周
崇
は
蘇
東
坡
の
詩
の
注
釈
を
ま
と
め
て
『
翰
苑

遺
芳
』
に
著
し
た
。
本
書
は
伝
わ
ら
な
い
が
、笑
雲
清
三
『
四
河
入
海
』

に
多
く
引
用
さ
れ
る
。（〔
玉
村 

二
〇
〇
三
〕「
だ
い
が
く
し
ゅ
う
す
う
」）

（
29
）	

抄
西
漢
書
：
大
岳
周
崇
に
『
西
漢
書
抄
』
な
る
著
作
が
あ
っ
た
と
い

う
が
、伝
わ
ら
な
い
。（〔
玉
村 

二
〇
〇
三
〕「
だ
い
が
く
し
ゅ
う
す
う
」）

（
30
）	
瓶
梅
聯
句
：
竺
雲
等
連
の
聯
句
集
。
現
存
し
な
い
。（〔
玉
村 

二
〇
〇
三
〕

「
じ
く
う
ん
と
う
れ
ん
」）

（
31
）	

盛
講
漢
書
之
學
：
竺
雲
等
連
は
、
師
の
大
岳
周
崇
の
『
漢
書
』
研
究

を
継
承
し
、
そ
の
学
識
を
讃
え
ら
れ
て
「
連
漢
書
」
あ
る
い
は
「
漢
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書
連
」
と
称
さ
れ
た
。
日
本
で
最
初
に
漢
書
に
標
点
を
加
え
た
の
は

竺
雲
で
あ
っ
た
と
も
い
う
。（〔
玉
村 

二
〇
〇
三
〕「
じ
く
う
ん
と
う
れ

ん
」）

（
32
）	

登
天
台
山
，
習
三
大
部
：
天
台
山
は
比
叡
山
を
指
す
か
。
三
大
部
と

は
天
台
三
大
部
、
あ
る
い
は
法
華
三
大
部
と
い
い
、『
妙
法
蓮
華
経
』

に
対
す
る
智
顗
に
よ
る
注
釈
書
。『
法
華
玄
義
』『
法
華
文
句
』『
摩
訶

止
観
』
の
三
部
を
指
し
、
同
じ
く
智
顗
撰
の
『
金
光
明
経
玄
義
』
ほ

か「
五
小
部
」に
対
し
て
の
呼
称
。
心
翁
の
生
平
は
不
明
な
点
が
多
く
、

比
叡
山
で
学
ん
だ
と
の
こ
と
だ
が
、
目
下
不
詳
。

（
33
）	

譬
猶
木
焉
：
続
い
て
示
さ
れ
る
易
の
卦
に
符
節
を
合
わ
せ
た
も
の
。

あ
る
い
は
、
五
行
思
想
に
お
い
て
木
徳
は
東
方
に
配
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
海
東
扶
桑
の
学
統
を
木
に
た
と
え
た
も
の
か
。

（
34
）	

干
霄
而
蔽
日
：『
旧
唐
書
』
卷
一
五
三
・
劉
迺
傳
に
、「
彼
干
霄
蔽
日
，

誠
巨
樹
也
，當
求
尺
寸
之
材
，必
後
於
椓
杙
。」
と
あ
る
。
原
典
は
周
公
・

孔
子
を
巨
樹
に
例
え
た
も
の
。

（
35
）	

沛
然
誰
能
禦
之
：『
孟
子
』「
梁
惠
王
上
」
に
、
殺
人
を
好
ま
な
い
為

政
者
に
天
下
の
民
心
が
帰
す
る
こ
と
を
説
き
、「
誠
如
是
也
，
民
歸
之

由
水
之
就
下
，
沛
然
誰
能
禦
之
。」
と
い
う
。
ま
た
、
欧
陽
脩
「
答
呉

充
秀
才
書
」
に
、
相
手
の
文
章
を
褒
め
て
「
非
夫
辭
豐
意
雄
，
霈
然

有
不
可
禦
之
勢
，
何
以
至
此
。」
と
社
交
辞
令
を
述
べ
る
。
こ
こ
で
は

前
者
の
字
句
を
と
る
が
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
後
者
に
近
い
。

（
36
）	

有
易
：『
易
』
を
指
す
。「
有
」
は
語
調
を
整
え
る
助
字
。

（
37
）	

地
中
生
木
，以
時
而
升
：『
易
』
の
「
升
」
卦
の
象
に
、「
地
中
有
木
，升
。

君
子
以
順
德
，
積
小
以
高
大
。」
と
い
う
。
六
十
四
卦
の
「
升
」
が
、

下
は
木
を
意
味
す
る
「
巽
」、
上
は
地
を
意
味
す
る
「
坤
」
か
ら
な
る

こ
と
を
説
く
。
地
中
に
生
じ
た
木
が
少
し
ず
つ
成
長
す
る
こ
と
か
ら
、

も
の
ご
と
の
上
昇
を
意
味
す
る
吉
卦
と
さ
れ
る
。
継
承
す
べ
き
先
師

の
遺
徳
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。（〔
今
井 

二
〇
〇
二
〕九
一
四
頁
）

（
38
）	

山
上
有
木
，其
進
以
漸
：『
易
』
の
「
漸
」
卦
の
象
に
、「
山
上
有
木
，漸
。

君
子
以
賢
德
，
善
風
俗
。」
と
い
う
。
六
十
四
卦
の
「
漸
」
が
、
下
は

山
を
意
味
す
る
「
艮
」、
上
は
木
を
意
味
す
る
「
巽
」
か
ら
な
る
こ
と

を
説
く
。
山
上
に
生
え
た
木
は
、
山
の
高
み
に
拠
り
つ
つ
漸
次
に
高

く
な
る
こ
と
か
ら
、
も
の
ご
と
の
漸
進
を
意
味
す
る
吉
卦
と
さ
れ
る
。

先
業
を
継
承
し
て
さ
ら
な
る
宗
門
の
発
展
を
も
た
ら
す
こ
と
を
い
う

も
の
か
。（〔
今
井 

二
〇
〇
二
〕
一
〇
四
六
頁
）

（
39
）	

待
文
王
而
興
者
，
凡
民
也
。
若
夫
豪
傑
之
士
，
雖
無
文
王
猶
興
。：『
孟

子
』「
盡
心
上
」
の
句
。

（
40
）	

学
莫
先
於
立
志
：『
論
語
集
註
』述
而
篇
の
朱
註
に「
蓋
學
莫
先
於
立
志
，

志
道
則
心
存
於
正
而
不
他
，
據
德
則
道
得
於
心
而
不
失
。」
と
あ
る
。

（
41
）	

若
夫
玩
心
於
章
句
之
末
，
而
自
謂
吾
學
已
足
：
欧
陽
脩
「
答
呉
充
秀

才
書
」
に
、「
蓋
文
之
為
言
，
難
工
而
可
喜
，
易
悅
而
自
足
。
世
之
學

者
往
往
溺
之
，
一
有
工
焉
，
則
曰
，
吾
學
足
矣
。」
と
あ
る
の
を
ふ
ま

え
た
も
の
。

（
42
）	

甚
者
至
棄
百
事
而
不
求
諸
心
，
曰
吾
能
詩
也
：
欧
陽
脩
「
答
呉
充
秀

才
書
」
に
、「
甚
者
至
棄
百
事
不
關
於
心
，
曰
，
吾
文
士
也
，
職
於
文

而
已
。」
と
あ
る
。
原
典
は
、
天
下
の
正
道
を
心
に
懸
け
ず
、
詞
章
の

末
業
に
惑
溺
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
文
脈
で
語
ら
れ
る
。

（
43
）	

是
道
未
足
而
強
言
也
：
欧
陽
脩
「
答
呉
充
秀
才
書
」
に
「
若
子
雲
、
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仲
淹
，
方
勉
焉
以
模
言
語
，
此
道
未
足
而
強
言
者
也
」
と
あ
る
。
揚

雄
の
『
揚
子
法
言
』、
王
通
の
『
文
中
子
』
な
ど
『
論
語
』
を
模
し
た

後
世
の
諸
書
を
揶
揄
し
た
も
の
。

（
44
）	

寫
難
狀
之
景
，
如
在
目
前
，
含
不
盡
之
意
，
見
於
言
外
：
欧
陽
脩
『
六

一
詩
話
』
に
、梅
堯
臣
が
語
っ
た
こ
と
と
し
て
、以
下
の
説
が
見
え
る
。

「
聖
兪
常
語
予
曰
，
詩
家
雖
率
意
，
而
造
語
亦
難
，
若
意
新
語
工
，
得

前
人
所
未
道
者
，
斯
為
善
也
。
必
能
狀
難
寫
之
景
，
如
在
目
前
，
含

不
盡
之
意
，見
於
言
外
，然
後
為
至
矣
。」
ま
た
こ
の
説
は
、南
宋
以
降
、

胡
仔
『
漁
隠
叢
話
』
後
集
卷
二
二
や
魏
慶
之
『
詩
人
玉
屑
』
卷
六
な

ど
の
「
詩
話
」
類
に
、「
詩
之
工
者
，
寫
難
狀
之
景
，
如
在
目
前
，
含

不
盡
之
意
，
見
於
言
外
。」
と
し
て
引
用
さ
れ
、
広
く
人
口
に
膾
炙
し

た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

（
45
）	

嘉
言
孔
彰
：「
孔
」
は
大
い
に
。『
尚
書
』「
商
書
・
伊
訓
」
に
、「
嗚

呼
嗣
王
，
祗
厥
身
念
哉
，
聖
謨
洋
洋
，
嘉
言
孔
彰
。」
と
あ
る
。
成
湯

を
継
い
だ
太
甲
に
対
し
て
、
相
の
伊
尹
が
、
先
王
の
思
慮
は
広
博
で
、

そ
の
旨
意
が
明
白
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
い
た
言
葉
と
さ
れ
る
。

（
46
）	

炳
炳
琅
琅
，焜
燿
於
後
世
者
也
：
真
徳
秀
『
大
學
衍
義
』
卷
四
に
、「
曰
，

虞
帝
勑
天
之
歌
、
大
禹
朽
索
之
訓
、
成
湯
宮
刑
之
制
，
雖
非
有
意
於

爲
文
，
而
炳
炳
琅
琅
，
垂
耀
千
古
。」
先
王
の
法
言
は
、
文
辞
の
末
節

に
意
を
用
い
な
く
と
も
千
古
不
滅
の
輝
き
を
放
つ
、
と
讃
え
る
。

（
47
）	

時
嘉
靖
己
亥
孟
冬
月
吉
：
嘉
靖
一
八
年（
一
五
三
九
）旧
暦
十
月
。「
吉
」

は
吉
日
の
意
。

（
48
）	

大
明
國
前
進
士
浙
江
解
元
東
鄞
南
禺
外
史
豐
存
叔
書
：
豊
坊
は
嘉
靖

二
年
に
進
士
に
及
第
し
て
吏
部
主
事
の
官
に
就
い
た
が
、
ま
も
な
く

浮
躁
浅
陋
の
か
ど
で
地
方
官
に
落
と
さ
れ
、
そ
の
後
致
仕
し
て
野
に

あ
っ
た
。『
明
実
録
』
に
は
、
前
年
の
六
月
に
、
嘉
靖
帝
の
実
父
を
上

帝
に
配
祀
す
る
た
め
、明
堂
の
建
設
を
建
議
し
、ま
た
当
年
六
月
に
は
、

瑞
雲
を
こ
と
ほ
ぐ
詩
章
を
献
じ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。（『
明
世

祖
實
錄
』
卷
二
一
三
・
二
二
一
）
礼
官
と
し
て
の
再
起
を
は
か
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
父
で
元
翰
林
学
士
の
豊
熙
は
、
い
わ

ゆ
る
大
礼
の
議
に
あ
っ
て
嘉
靖
帝
の
意
向
に
抗
議
し
、
廷
杖
を
受
け

て
辺
衛
に
配
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
帝
意
に
お
も
ね
る

か
の
よ
う
な
豊
坊
の
挙
措
は
大
不
孝
と
し
て
当
世
士
大
夫
の
唾
棄
す

る
と
こ
ろ
と
な
り
、結
局
、再
仕
官
も
実
現
せ
ず
に
終
わ
っ
た
。「
南
禺
」

は
『
山
海
経
』
の
南
禺
山
。
東
南
の
果
て
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
流
れ

出
る
佐
水
な
る
川
は
東
南
に
流
れ
て
海
に
注
ぐ
と
い
う
。（『
山
海
經
』

「
南
山
經
・
南
次
三
經
」）
外
史
は
在
野
の
隠
士
の
意
。
自
身
を
世
俗

の
名
利
を
顧
み
な
い
方
外
の
士
に
見
立
て
た
自
称
。
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【
和
訳
】

そ
も
そ
も
、
大
道
を
体
得
し
て
偉
業
を
打
ち
立
て
、
芳
名
を
残
し

て
後
世
の
模
範
と
な
る
こ
と
は
も
と
よ
り
難
し
い
も
の
だ
が
、
志
を

研
ぎ
す
ま
し
て
先
達
を
勉
め
仰
ぎ
み
、
そ
の
業
績
を
し
っ
か
り
と
継

承
す
る
の
は
、
と
り
わ
け
難
し
い
こ
と
だ
。
前
代
か
ら
託
さ
れ
た
も

の
を
後
進
が
堕
落
さ
せ
る
な
ら
、
い
く
ら
盛
ん
な
も
の
で
も
伝
わ
っ

て
は
い
か
な
い
し
、
先
人
の
偉
業
を
受
け
つ
い
だ
と
し
て
も
、
後
代

に
受
け
渡
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し

い
も
の
も
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
い
。

日
本
の
禅
僧
、
諱
は
良
と
い
い
、
字
は
策
彦
と
い
う
。
怡
斎
は
そ

の
別
号
で
あ
る
。
公
が
自
身
の
門
派
に
つ
い
て
語
る
の
を
聞
く
と
こ

ろ
で
は
、
径
山
の
無
準
師
範
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
無
学
祖
元
に
伝

え
ら
れ
、
祖
元
か
ら
高
峰
顕
日
に
伝
え
ら
れ
、
顕
日
か
ら
夢
窓
疎
石

に
伝
え
ら
れ
、
疎
石
か
ら
黙
翁
妙
誡
に
伝
え
ら
れ
、
妙
誡
か
ら
大
岳

周
崇
に
伝
え
ら
れ
、
周
崇
か
ら
竺
雲
等
連
に
伝
え
ら
れ
、
等
連
か
ら

心
翁
等
安
に
伝
え
ら
れ
、
等
安
か
ら
伝
え
ら
れ
て
公
に
至
っ
た
と
い

う
。
そ
の
学
問
の
源
流
は
、
み
な
こ
れ
ら
詩
文
の
大
家
で
あ
る
。
い

や
は
や
、
た
い
し
た
も
の
だ
。
公
は
そ
の
後
を
継
ぎ
、
そ
の
遺
恵
餘

沢
に
よ
っ
て
さ
ぞ
か
し
裨
益
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
城
西

の
妙
智
院
に
住
し
、
良
友
を
集
め
て
詩
盟
を
結
び
、
九
千
句
の
韻
を

つ
ら
ね
て
一
書
に
ま
と
め
、
後
進
の
賞
覧
に
供
し
た
の
で
あ
る
。
ま

さ
し
く
先
師
の
偉
業
を
よ
く
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
も
し
公

が
著
作
を
世
に
残
す
こ
と
な
く
、
た
だ
た
だ
自
身
の
勉
学
の
み
に
う

ち
こ
み
、先
人
の
踏
襲
ば
か
り
を
心
に
懸
け
る
よ
う
で
あ
っ
た
な
ら
、

そ
の
全
き
祖
述
を
願
う
公
の
志
は
、
暗
く
か
げ
っ
て
輝
き
を
得
ら
れ

ず
、
内
に
こ
も
っ
た
ま
ま
発
揮
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
豊
か
で
勢
い
が

あ
っ
た
は
ず
の
学
問
の
水
流
は
堰
き
と
め
ら
れ
て
滞
っ
て
し
ま
い
、

歴
世
の
輝
か
し
い
文
名
も
、
さ
ら
な
る
後
の
世
に
ま
で
伝
え
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

私
は
さ
ら
に
聞
い
て
い
る
。
黙
翁
の
『
禅
餘
吟
』
を
。
全
愚
道
人

が
『
東
坡
詩
』
を
抄
し
、
ま
た
『
西
漢
書
』
を
抄
し
た
こ
と
を
。
竺

雲
の
『
瓶
梅
聯
句
』
を
、
そ
し
て
竺
雲
が
盛
ん
に
『
漢
書
』
の
学
を

講
じ
た
こ
と
を
。
心
翁
が
仏
道
の
か
た
わ
ら
儒
書
を
ひ
も
と
き
、
天

台
山
に
登
っ
て
三
大
部
を
習
得
し
た
こ
と
を
。
公
の
『
城
西
聯
句
』

に
至
る
ま
で
、
前
代
か
ら
後
代
に
継
承
さ
れ
つ
つ
、
み
な
そ
の
遺
文

が
残
っ
て
い
て
後
世
に
餘
光
を
発
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
生
い

茂
る
学
業
は
ま
す
ま
す
盛
ん
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
た
と
え

る
な
ら
ば
木
に
似
て
い
る
。
根
本
は
固
い
が
、枝
葉
は
次
第
に
茂
り
、

そ
の
鬱
蒼
と
し
た
茂
み
は
、
つ
い
に
天
を
つ
き
、
太
陽
を
覆
わ
ん
ば

か
り
だ
。
豪
雨
が
降
り
注
ぐ
よ
う
な
勢
い
は
、
誰
が
妨
げ
る
こ
と
が
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で
き
よ
う
。『
周
易
』
に
い
う
。「
地
中
に
木
を
生
じ
、
時
を
も
っ
て

升
る
。」「
山
上
に
木
あ
り
、
其
の
進
む
に
漸
を
も
っ
て
す
」
と
。
た

だ
公
は
、
先
人
の
偉
業
を
お
と
し
め
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
継
承
し

て
盛
観
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
と
り
わ
け
難
し
い
こ
と
な
の

で
あ
る
。

あ
る
者
は
言
う
。
先
に
生
れ
た
と
し
て
も
学
問
に
お
い
て
感
化
を

及
ぼ
す
弟
子
が
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
業
績
を
後
世
に
残
す
こ
と
は
難

し
い
。
後
に
生
れ
た
と
し
て
も
学
問
に
お
い
て
付
き
従
う
べ
き
師
が

い
れ
ば
、
そ
の
業
績
を
継
承
す
る
こ
と
は
易
し
い
、
と
。
そ
う
は
い

い
な
が
ら
、
孟
子
は
、「
文
王
を
待
ち
て
興
る
は
、
凡
民
な
り
。
そ

れ
豪
傑
の
士
の
若
き
は
、
文
王
な
し
と
い
え
ど
も
な
お
興
る
」、
と

言
っ
た
。
こ
れ
は
た
だ
、
そ
の
人
が
立
て
る
志
が
誠
実
で
あ
る
か
ど

う
か
が
問
題
な
の
だ
。
志
が
も
し
誠
実
で
な
い
な
ら
、
賢
人
君
子
が

そ
ろ
っ
て
そ
の
前
を
導
い
た
と
し
て
も
、
な
お
も
道
を
体
得
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
志
の
向
か
う
と
こ
ろ
が
も
し
誠
実
な
ら
ば
、
落
魄

し
て
知
己
も
な
く
、た
っ
た
一
人
の
孤
独
の
身
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

ま
た
そ
の
徳
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ど
う
し
て
そ
の
付
き
従

う
師
に
よ
っ
た
も
の
か
。
こ
れ
ゆ
え
、
学
問
に
お
い
て
、
志
を
立
て

る
の
に
先
ん
じ
る
も
の
は
な
い
。
志
が
確
か
な
ら
ば
、
道
に
は
く
も

り
が
な
い
。
道
に
く
も
り
な
け
れ
ば
、
言
葉
は
真
実
と
な
る
。
詩
は

巧
み
で
な
く
と
も
、
理
は
自
づ
か
ら
満
ち
足
り
る
。
章
句
の
末
節
を

も
て
あ
そ
び
、
そ
れ
で
自
分
で
は
学
問
が
十
分
だ
な
ど
と
う
ぬ
ぼ
れ

る
者
、
甚
し
く
は
、
す
べ
て
の
世
事
を
放
擲
し
て
心
に
懸
け
な
い
ま

ま
、
自
分
は
詩
の
名
人
だ
な
ど
と
う
そ
ぶ
い
て
い
る
よ
う
な
者
は
、

道
を
得
て
も
い
な
い
の
に
無
理
や
り
う
そ
ぶ
い
て
い
る
だ
け
な
の

だ
。
無
理
を
し
て
発
し
た
言
葉
は
、
後
世
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
た
だ

そ
の
浅
は
か
さ
を
露
呈
す
る
だ
け
だ
。
ま
し
て
や
先
人
の
偉
業
を
受

け
継
ぐ
こ
と
な
ど
、
ど
う
し
て
望
め
よ
う
か
。

私
が
今
、
公
の
詩
を
見
る
と
こ
ろ
、
言
う
と
こ
ろ
は
身
近
な
が
ら

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
高
遠
で
、
言
葉
は
簡
潔
だ
が
そ
の
思
念
は
深
大

で
あ
る
。
名
状
し
が
た
い
風
景
を
表
す
こ
と
眼
前
に
見
る
か
の
よ
う

で
、内
に
秘
め
て
言
い
出
さ
な
い
思
い
が
言
外
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

ま
こ
と
に
、
理
が
心
に
満
ち
足
り
る
こ
と
で
美
し
い
言
葉
が
は
な
ひ

ら
き
、
あ
か
あ
か
と
、
ま
た
さ
え
ざ
え
と
、
後
世
に
輝
け
る
も
の
で

あ
る
。
い
か
に
も
、
志
を
研
ぎ
す
ま
し
て
先
達
を
勉
め
仰
ぎ
み
、
そ

の
遺
業
を
し
っ
か
り
と
継
承
し
た
者
に
ほ
か
な
る
ま
い
ぞ
。

時
は
嘉
靖
己
亥
年
の
孟
冬
十
月
吉
日
。

大
明
国
の
前
の
進
士
で
浙
江
の
解
元
で
あ
る
、
東
鄞
の
南
禺
外
史

こ
と
豐
存
叔
が
書
し
た
。
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解
説伝

豊
坊
撰
「
城
西
聯
句
序
」
は
、
京
都
天
龍
寺
妙
智
院
三
世
・
策

彦
周
良
の
編
に
よ
る
漢
詩
聯
句
集
『
城
西
聯
句
』
に
寄
せ
ら
れ
た
序

文
で
あ
る
。
原
本
は
、
妙
智
院
に
伝
わ
る
文
書
群
「
策
彦
入
明
記
録

及
送
行
書
画
類
十
四
種
」
所
収
の
『
城
西
聯
句
』
稿
本
の
巻
頭
に
綴

じ
ら
れ
て
い
る
。
同
文
書
群
は
現
在
、
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ

れ
、
常
時
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
状
態
に
は
な
い
が
、
東
京
大
学

資
料
編
纂
所
が
二
〇
〇
八
年
七
月
に
写
真
撮
影
を
行
い
、
同
所
で
写

真
帳
の
閲
覧
が
可
能
と
な
っ
て
い
る①

。

策
彦
は
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）、
明
の
嘉
靖
一
八
年
に
、『
城
西

聯
句
』
の
稿
本
を
携
え
て
遣
明
副
使
と
し
て
中
国
に
渡
航
し
、
逗
留

先
の
寧
波
で
南
禺
外
史
・
豐
存
叔
こ
と
文
人
・
豊
坊
の
手
に
な
る
と

い
う
こ
の
序
を
入
手
し
た
。
そ
の
後
、
一
年
あ
ま
り
を
費
や
し
て
北

京
へ
の
使
節
行
を
全
う
し
、
天
文
一
〇
年
（
一
五
四
一
）
に
寧
波
か

ら
帰
帆
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
通
常
、
当
該
序
文
は

豊
坊
の
撰
と
見
な
さ
れ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
筆
者
は
こ
の
通

説
に
疑
義
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
城
西
聯
句
』
は
、
策
彦
周
良
と
天
龍
寺
一
八
六
世
・
江
心
承
董

を
中
心
に
、
都
合
三
〇
名
あ
ま
り
の
禅
僧
た
ち
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た

漢
詩
聯
句
集
で
あ
る
。
題
目
は
中
唐
の
文
人
・
韓
愈
と
孟
郊
の
『
城

南
聯
句
』
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
、「
城
西
」
と
は
平
安
京
の
西
郊
・

嵯
峨
の
地
に
座
す
る
天
龍
寺
お
よ
び
妙
智
院
を
い
う
。
五
言
の
聯
句

一
〇
〇
句
を
一
巻
と
す
る
九
〇
巻
よ
り
成
り
、
合
計
文
字
数
は
九
〇

〇
〇
字
を
超
え
る
こ
と
か
ら
、
別
名
『
九
千
句
』
と
も
称
さ
れ
た
。

弘
次
二
年
（
一
五
五
七
）、
相
国
寺
九
〇
世
・
惟
高
妙
安
に
よ
る
跋

を
附
し
て
禁
裏
に
上
呈
さ
れ
、
そ
の
後
、
江
戸
初
期
に
至
る
ま
で
写

本
・
古
活
字
本
・
整
版
本
な
ど
、
数
多
く
の
版
本
が
世
上
に
流
布
し
、

儒
家
禅
林
の
作
詩
の
手
本
と
さ
れ
た
。
現
在
で
も
、
景
徐
周
麟
・
寿

春
妙
永
ら
の
『
湯
山
聯
句
』
や
、後
陽
成
院
の
も
と
で
編
ま
れ
た
『
鳳

城
聯
句
集
』
な
ど
と
と
も
に
、
聯
句
と
い
う
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け

る
典
範
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
る②

。

聯
句
と
は
、
五
言
な
ら
五
言
、
七
言
な
ら
七
言
の
漢
文
詩
句
を
複

数
人
が
脚
韻
を
踏
み
な
が
ら
共
作
す
る
も
の
で
、
も
と
は
中
国
に
発

す
る
詩
賦
の
一
形
式
で
あ
る
。
漢
の
武
帝
に
仮
託
さ
れ
た
「
柏
梁
台

聯
句
」
が
そ
の
淵
源
と
さ
れ
、
東
晋
以
後
、
主
に
東
晋
・
宋
・
斉
・

梁
と
い
っ
た
南
朝
の
文
紳
た
ち
の
作
例
を
経
て
、
中
唐
に
至
っ
て
俄

然
一
代
の
盛
行
を
み
た
。
わ
ざ
わ
ざ
複
数
人
で
一
首
の
詩
を
合
作
す

る
聯
句
は
、
一
種
の
高
尚
な
言
葉
遊
び
で
あ
り
、
作
品
の
創
作
が
目

的
と
い
う
よ
り
は
、
詩
句
応
酬
の
過
程
そ
の
も
の
に
社
交
的
遊
戯
と

し
て
の
楽
し
み
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
半
の
作
品
は
世
に
残



−　 −63

る
こ
と
な
く
、
一
座
の
文
会
の
興
の
趣
く
ま
ま
作
ら
れ
て
は
散
佚
す

る
運
命
に
あ
っ
た
が
、
韓
愈
と
孟
郊
、
あ
る
い
は
劉
禹
錫
や
白
居
易

と
い
っ
た
中
唐
の
有
名
詩
人
た
ち
の
聯
句
は
、
そ
の
う
ち
の
精
華
と

し
て
今
日
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
。
一
首
の
詩
を
共
作
す
る
こ
と
は
一

つ
の
詩
境
を
共
有
す
る
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ら
の
詩
人
た
ち
は
聯
句
を

通
じ
て
一
会
の
宴
に
永
遠
の
命
を
与
え
た
も
の
と
い
え
よ
う③

。

一
方
、
日
本
に
お
け
る
漢
詩
聯
句
も
、
も
と
は
一
首
の
詩
の
合
作

を
旨
と
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
中
世
後
期
に
至
っ
て
当
時
の
文
芸
界

を
風
靡
席
巻
し
た
連
歌
の
影
響
を
受
け
、
ま
た
、「
和
漢
聯
句
」
と

称
す
る
連
歌
と
の
異
種
混
交
が
盛
行
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
い
わ
ば

漢
詩
を
装
っ
た
連
歌
、
あ
る
い
は
連
歌
を
範
と
す
る
漢
詩
へ
と
転
生

を
果
た
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
二
句
一
聯
で
一
定
の
韻
を
踏
む
対
句
が

直
接
前
後
す
る
句
に
対
し
て
し
り
と
り
の
よ
う
な
連
鎖
関
係
を
も
ち

な
が
ら
延
々
と
連
な
る
も
の
で
、
連
歌
と
同
じ
く
首
尾
一
貫
し
て
う

た
わ
れ
る
主
題
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
道
を
体
得
し
た
玄
人
な
ら
難

解
な
詩
句
の
連
な
り
に
何
ら
か
の
詩
的
情
趣
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
筆
者
の
よ
う
な
門
外
の
小
僧
に
は
、
連

歌
の
一
環
一
環
か
ら
は
感
じ
取
れ
る
よ
う
な
短
詩
と
し
て
の
完
結
性

は
見
出
せ
ず
、
断
片
的
で
無
内
容
な
対
句
の
羅
列
と
し
か
感
じ
ら
れ

な
い
の
は
、
い
か
に
も
残
念
で
あ
る④

。

そ
も
そ
も
漢
詩
聯
句
は
禅
林
と
い
う
漢
文
修
行
に
専
従
す
る
特
殊

な
社
会
で
嗜
ま
れ
た
も
の
で
、
多
年
に
わ
た
る
漢
詩
文
の
研
鑽
が
要

求
さ
れ
る
、
選
ば
れ
た
者
の
た
め
の
文
芸
で
あ
っ
た
。
中
世
に
は
五

山
を
中
心
に
、
こ
れ
を
介
し
て
集
う
僧
俗
の
文
人
サ
ー
ク
ル
が
あ
る

程
度
の
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
と
思
し
い
が
、
五
山
の
凋
落
と
と
も

に
急
速
に
衰
え
、
江
戸
時
代
に
は
死
に
絶
え
る
運
命
を
た
ど
っ
た
。

経
史
の
故
事
の
博
捜
を
競
い
、
古
詩
の
本
歌
取
り
を
本
領
と
す
る
そ

の
表
現
技
法
は
、
漢
詩
製
作
の
基
礎
的
教
養
を
欠
い
た
現
代
人
か
ら

す
れ
ば
本
場
中
国
の
詩
賦
以
上
に
晦
渋
を
極
め
、
今
日
で
は
、
作
詩

に
つ
い
て
は
言
わ
ず
も
が
な
、
こ
れ
を
文
学
作
品
と
し
て
賞
玩
し
う

る
人
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
研
究
に
特
化
し

た
ご
く
少
数
の
専
門
家
に
あ
っ
て
も
、
個
々
の
作
品
の
審
美
的
解
釈

に
さ
し
て
踏
み
こ
も
う
と
し
な
い
の
は
、
あ
る
い
は
漢
詩
聯
句
な
る

文
芸
ジ
ャ
ン
ル
が
、
現
代
人
が
「
文
学
」
に
求
め
る
何
も
の
か
を
根

本
的
な
と
こ
ろ
で
欠
い
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
。『
城

西
聯
句
』が
著
さ
れ
た
こ
ろ
、策
彦
周
良
の
よ
う
な
禅
僧
た
ち
に
と
っ

て
こ
の
種
の
営
為
こ
そ
が
一
生
の
本
懐
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば

痛
惜
に
た
え
な
い
が
、
も
と
よ
り
義
堂
周
信
の
ご
と
き
前
時
代
の
学

僧
に
は
、
黄
に
白
を
あ
て
月
に
風
を
接
ぐ
形
骸
化
し
た
対
句
の
応
酬

か
ら
、
当
今
青
衿
の
酒
席
の
す
さ
び
、
笑
う
べ
し
と
蔑
ま
れ
た
詩
風
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で
あ
っ
た
。こ
れ
も
諸
行
無
常
の
法
縁
と
諦
観
す
る
ほ
か
あ
る
ま
い
。

と
も
あ
れ
、
文
芸
と
し
て
は
絶
滅
種
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
い
く
つ

か
の
作
品
は
日
本
文
化
史
の
辺
隅
に
蒼
然
た
る
化
石
と
し
て
残
さ
れ

た
。
そ
れ
ら
が
中
世
禅
林
の
精
神
生
活
を
温
め
る
上
で
、
貴
重
な
手

が
か
り
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
だ
ろ
う⑤

。

策
彦
周
良
は
室
町
末
期
の
禅
林
を
代
表
す
る
詩
僧
に
数
え
ら
れ
る

人
物
で
あ
る
。
細
川
京
兆
家
の
家
老
と
も
い
う
井
上
宗
信
の
三
男
と

し
て
京
都
に
生
ま
れ
、
数
え
年
九
歳
に
し
て
鹿
苑
寺
に
住
し
た
心
翁

等
安
の
門
下
に
参
じ
、一
八
歳
で
剃
髪
し
て
具
足
戒
を
授
け
ら
れ
た
。

師
の
心
翁
が
天
龍
寺
七
七
世
の
法
灯
を
継
ぎ
、
兼
ね
て
妙
智
院
に
入

住
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
死
後
、
策
彦
は
法
嗣
と
し
て
妙
智
院
三
世

住
持
を
務
め
た
。
生
涯
に
二
度
、
国
使
の
重
職
を
に
な
っ
て
明
に
渡

る
と
い
う
稀
有
な
経
歴
を
持
ち
、
そ
の
間
に
し
た
た
め
た
日
記
や
将

来
す
る
と
こ
ろ
の
書
画
は
、
中
世
対
外
通
交
史
上
の
最
重
要
資
料
に

数
え
ら
れ
る
。
つ
と
に
牧
田
諦
亮
が
そ
れ
ら
の
資
料
を
翻
刻
し
、
体

系
的
な
整
理
分
析
を
加
え
て
大
作
『
策
彦
入
明
記
の
研
究
』
上
下
巻

を
公
刊
し
て
い
る
が
、
近
年
、
こ
れ
に
続
く
新
た
な
研
究
が
相
継
い

で
発
表
さ
れ
た
こ
と
で
、
策
彦
の
生
涯
、
お
よ
び
そ
の
遣
明
使
節
行

に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た⑥

。

在
世
時
に
は
、
漢
詩
文
の
達
人
と
し
て
名
声
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し

た
策
彦
だ
が
、
現
在
で
は
も
っ
ぱ
ら
遣
明
使
節
行
の
記
録
者
と
し
て

の
み
注
目
さ
れ
、
そ
の
詩
文
が
文
学
作
品
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
る
機
会

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
だ
し
、『
城
西
聯
句
』
が
今
日
で
も
中
世
文

学
史
上
で
折
に
ふ
れ
て
言
及
さ
れ
る
の
は
、
ほ
ぼ
唯
一
の
例
外
で
あ

ろ
う
。
そ
う
し
た
意
味
で
も
、
策
彦
の
詩
僧
と
し
て
の
本
領
は
聯
句

に
あ
る
と
い
う
の
が
大
方
の
通
念
と
見
ら
れ
る
。
策
彦
は
、
少
年
時

代
か
ら
儒
釈
の
典
籍
を
よ
く
諳
ん
じ
、
師
の
心
翁
も
こ
れ
を
天
賦
の

才
と
た
た
え
て
か
わ
い
が
っ
た
。
勤
行
の
あ
い
ま
に
は
漢
籍
の
書
写

朗
誦
に
努
め
、『
論
語
』『
孝
経
』、
杜
甫
・
蘇
東
坡
・
黄
山
谷
の
詩

文
集
は
あ
ら
か
た
暗
誦
し
、『
毛
詩
鄭
箋
』『
春
秋
左
伝
』『
古
文
真
宝
』

『
荘
子
』『
孟
子
』
な
ど
に
つ
い
て
も
多
少
は
手
を
つ
け
た
と
自
ら
述

べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
徒
弟
時
代
か
ら
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
そ
れ
ら

外
典
の
学
習
に
注
い
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。師
の
心
翁
の
死
後
も
、

詩
会
に
参
じ
、
聯
句
に
い
そ
し
み
、
寸
暇
を
惜
し
ん
で
蛍
雪
の
功
を

積
む
う
ち
年
紀
不
惑
に
迫
る
に
至
っ
た
と
い
う
か
ら
、
本
場
中
国
の

白
面
書
生
さ
な
が
ら
の
刻
苦
勉
励
の
さ
ま
で
あ
る
。『
城
西
聯
句
』

は
そ
の
詩
才
と
学
識
の
集
大
成
で
あ
り
、
こ
れ
に
中
国
随
一
の
文
人

か
ら
序
文
を
寄
せ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
か
ね
て
よ
り
そ
の
心
願
で

あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
序
を
請
う
べ
き
当
代
一
流
の
文
人
と
白
羽
の
矢

が
立
て
ら
れ
た
の
が
、
豊
坊
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
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豊
坊
は
宋
代
以
来
の
名
家
の
出
身
で
、
曾
祖
父
の
代
か
ら
寧
波
鄞

県
に
居
を
構
え
、
明
正
德
一
四
年
（
一
五
一
九
）
の
浙
江
会
試
で
は

み
ご
と
解
元
の
座
を
射
と
め
た
英
才
で
あ
っ
た
。
現
在
で
も
書
道
の

世
界
で
は
、
祝
允
明
・
文
徴
明
・
董
其
昌
な
ど
と
並
ん
で
、
明
一
代

を
代
表
す
る
書
家
の
一
人
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
万
巻
楼
な
る
私
蔵

書
庫
に
集
め
ら
れ
た
豊
氏
累
代
の
秘
本
珍
籍
を
縦
横
に
渉
猟
す
る
生

得
の
特
権
に
恵
ま
れ
た
豊
坊
は
、
古
文
字
に
対
す
る
学
識
に
お
い
て

同
時
代
に
比
肩
す
る
者
な
く
、
そ
の
筆
先
は
古
今
の
名
蹟
の
筆
法
を

真
贋
判
じ
が
た
き
ま
で
に
模
倣
し
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
の
美
点
を
兼

備
集
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
も
と
い
う
。
し
か
し
、
朝
に
上
っ
て
は

礼
部
主
事
に
除
せ
ら
れ
な
が
ら
素
行
不
良
を
も
っ
て
微
官
に
謫
さ

れ
、
野
に
下
っ
て
は
復
官
を
望
む
あ
ま
り
に
父
の
遺
志
を
顧
み
ず
上

意
に
お
も
ね
る
不
幸
者
と
譏
ら
れ
た
り
と
、
同
時
代
の
士
大
夫
に
よ

る
評
価
は
決
し
て
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
平
生
の
対
人
関
係

に
お
い
て
も
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
ず
、
非
凡
な
天
稟
を
惜
し
む
こ
と
な

く
他
人
の
書
画
の
偽
作
に
注
ぎ
込
む
な
ど
、
そ
の
行
跡
に
は
常
軌
を

逸
し
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
経
典
の
訓
詁
に
つ
い
て
も
卓
抜
な
理
解

を
示
す
一
方
、
自
身
の
創
見
を
古
文
に
仮
託
し
て
、
箕
子
朝
鮮
本
や

ら
徐
福
日
本
本
や
ら
を
偽
作
し
て
世
に
広
め
た
こ
と
は
、
実
事
求
是

を
旨
と
す
る
清
代
儒
者
た
ち
の
痛
罵
と
嘲
笑
の
的
と
な
っ
た
。
晩
年

に
い
た
っ
て
癲
狂
ま
す
ま
す
甚
だ
し
く
、
書
淫
墨
癖
に
家
財
を
蕩
尽

し
て
困
窮
の
う
ち
に
仏
寺
で
余
生
を
送
っ
た
と
い
う⑦

。

策
彦
が
こ
の
豊
坊
に
自
身
の
『
城
西
聯
句
』
へ
の
序
文
執
筆
を
所

望
し
た
の
は
、
豊
坊
こ
そ
が
当
今
天
下
第
一
の
文
人
と
、
ど
こ
か
で

聞
き
つ
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
寧
波
上
陸
以
後
、
日

本
使
節
の
周
辺
に
出
入
り
す
る
文
人
た
ち
か
ら
仕
入
れ
た
情
報
だ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
ろ
の
豊
坊
は
、ま
だ
致
仕
し
て
ま
も
な
く
、

官
界
へ
の
返
り
咲
き
を
企
て
て
い
た
こ
ろ
で
、
浙
江
解
元
と
い
う
格

別
の
栄
誉
を
帯
び
、
閑
居
の
身
と
は
い
え
進
士
の
肩
書
は
失
っ
て
お

ら
ず
、
そ
の
学
識
と
筆
墨
の
才
に
お
い
て
、
寧
波
の
文
人
社
会
に
冠

絶
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
策
彦
に
と
っ
て
、
自
身
の
半
生
に
わ
た
る

研
鑽
の
集
大
成
で
あ
る
『
城
西
聯
句
』
へ
の
序
文
を
乞
う
に
ま
た
と

な
い
人
物
と
仰
ぎ
み
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
策
彦
が
満
を
持
し
て
持
参
し
た
大
作
も
、
そ

も
そ
も
日
本
式
の
連
歌
に
あ
た
る
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
が
存
在
し
な
か
っ

た
中
国
の
文
人
た
ち
の
鑑
賞
眼
に
は
、
平
仄
と
押
韻
は
備
わ
る
も
の

の
、
こ
れ
と
い
っ
た
内
容
も
感
興
も
な
い
、
断
片
的
な
叙
景
句
の
長

大
か
つ
平
板
な
羅
列
と
し
か
映
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
策
彦

が
豊
坊
に
『
城
西
聯
句
』
の
序
文
を
執
筆
し
て
も
ら
う
た
め
、
在
野

の
文
人
・
柯
雨
窓
に
仲
介
を
依
頼
し
て
そ
の
稿
本
を
手
渡
し
た
の
は
、
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嘉
靖
一
八
年
（
一
五
三
九
）
十
月
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
そ
れ
か
ら
数
日
を
お
か
ず
し
て
、
詩
冊
は
策
彦
の
手
に
返
却
さ

れ
て
き
た
。
柯
雨
窓
の
書
信
に
よ
れ
ば
、
豊
坊
は
懇
求
に
屈
し
て
十

月
十
二
日
ま
で
に
こ
れ
を
仕
上
げ
る
こ
と
に
同
意
し
た
も
の
と
い
う

が
、
そ
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
肝
心
の
稿
本
は
も
は
や
必
要
で
は

な
か
っ
た
。つ
ま
り
、こ
う
し
た
こ
と
は
当
時
さ
ほ
ど
珍
し
く
な
か
っ

た
も
の
だ
ろ
う
が
、
序
文
の
撰
者
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
詩
集
を
ま
と

も
に
読
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。
漢
詩
聯
句
は
、
そ
の
文
芸
上
の
特

性
を
体
得
し
、そ
れ
に
応
じ
た
審
美
眼
を
も
っ
た
者
で
な
く
し
て
は
、

そ
れ
を
読
む
こ
と
の
愉
悦
は
享
受
し
え
な
い
。
豊
坊
も
、
ま
た
柯
雨

窓
も
、
お
そ
ら
く
稿
本
を
一
瞥
す
れ
ば
、
そ
れ
が
中
唐
の
韓
孟
聯
句

へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
装
い
つ
つ
も
、
も
は
や
中
華
文
人
の
審
美
的
範

疇
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
代
物
で
は
な
い
こ
と
は
、
即
座
に
看
て
取
れ

た
の
で
あ
ろ
う⑧

。

し
か
し
、
策
彦
が
こ
う
し
た
扱
い
に
落
胆
し
た
形
跡
は
、
少
な
く

と
も
そ
の
日
記
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
朝
貢
の
旅
程
に

上
る
以
前
に
、
目
当
て
の
序
文
が
果
た
し
て
無
事
落
手
に
及
ぶ
や
否

や
、
そ
ち
ら
の
方
が
は
る
か
に
重
大
な
関
心
事
で
あ
っ
た
か
に
見
え

る
。
と
も
あ
れ
、
約
束
ど
お
り
十
二
日
に
は
、
策
彦
は
柯
雨
窓
か
ら

件
の
序
を
受
け
取
っ
た
。
そ
の
日
の
う
ち
に
書
面
で
丁
重
な
礼
を
述

べ
た
策
彦
は
、
二
日
後
に
は
大
満
足
で
北
京
へ
の
旅
程
に
上
っ
て
い

る
。
策
彦
に
と
っ
て
、
こ
の
序
を
得
た
こ
と
は
、
初
次
の
使
節
行
に

と
も
な
う
私
事
と
し
て
は
最
大
の
成
果
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
自
身
の

作
品
が
本
当
の
意
味
で
唐
土
文
人
の
賛
嘆
を
勝
ち
取
っ
た
わ
け
で
は

な
い
こ
と
は
う
す
う
す
察
し
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
序
を

入
手
す
る
こ
と
に
は
、そ
れ
自
体
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

日
本
国
内
で
は
す
で
に
相
当
の
名
声
を
確
立
し
た
策
彦
が
、
本
場
中

国
の
一
流
の
文
人
か
ら
も
、
漢
詩
名
人
と
い
う
お
墨
付
き
を
得
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、
帰
国
時
で
は
な
く
、
北
京
に
北
上
す
る
前
に
こ
れ

を
欲
し
た
の
も
、
お
そ
ら
く
北
行
の
途
上
、
そ
し
て
在
京
文
人
と
の

交
際
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
浙
江
解
元
の
賛
辞
が
、
策
彦
の
文
才
を
保

証
す
る
紹
介
状
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
至
っ
て
も
た
び
た
び
出
版
さ
れ

た
『
城
西
聯
句
』
の
諸
本
は
、
い
ず
れ
も
豊
坊
の
名
を
掲
げ
た
こ
の

序
を
巻
頭
に
置
き
、
策
彦
の
使
節
行
に
言
及
す
る
史
書
は
、
豊
坊
に

序
文
を
書
か
せ
た
事
実
を
一
大
成
果
と
書
き
立
て
た
。
大
唐
中
華
の

著
名
文
人
の
手
に
な
る
こ
の
序
は
、
策
彦
と
そ
の
同
時
代
人
の
語
り

草
の
み
な
ら
ず
、
後
世
に
耀
く
永
代
の
勲
章
と
な
っ
た
の
で
あ
る⑨

。

さ
て
、
本
文
の
内
容
だ
が
、
前
半
で
は
、
策
彦
の
法
統
が
径
山
万

寿
寺
の
無
準
師
範
に
発
す
る
こ
と
を
述
べ
、
黙
翁
妙
誡
以
下
の
先
師
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た
ち
の
文
学
的
業
績
に
言
及
し
な
が
ら
、
策
彦
の
『
城
西
聯
句
』
を

そ
の
全
き
継
承
の
あ
ら
わ
れ
と
讃
え
る
。
寧
波
で
も
無
準
師
範
の
名

は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
無
学
祖
元
以
下
の
情
報
は
、
文

中
に
い
う
よ
う
に
策
彦
自
身
が
提
供
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

先
師
の
遺
業
を
継
ぎ
、後
世
に
範
を
垂
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
尚
書
』

ほ
か
、『
中
庸
』『
荘
子
』『
孟
子
』『
易
経
』
な
ど
の
古
典
の
語
句
を

用
い
た
文
飾
が
施
さ
れ
る
。
豊
坊
は
、
そ
れ
自
体
が
偽
書
と
し
て
知

ら
れ
る
自
撰
の
『
古
書
世
学
』
に
お
い
て
、『
古
文
尚
書
』
と
そ
れ

に
附
さ
れ
た
孔
安
国
の
伝
を
偽
作
と
断
じ
て
憚
ら
な
い
が
、
こ
こ
で

同
書
の
篇
章
に
基
づ
く
語
句
が
散
見
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
宗
旨
に
悖

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
後
半
で
は
、
た
と
え
文
王
が
お
ら
ず
と
も

豪
傑
は
や
は
り
起
つ
も
の
だ
と
す
る
孟
子
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
、
そ

も
そ
も
学
問
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
の
は
、
先
師
の
教
え
や
筆
先
の

功
夫
よ
り
も
、
道
を
得
よ
う
と
す
る
当
人
の
意
志
で
あ
る
と
言
明
す

る
。
こ
こ
で
よ
う
や
く
策
彦
の
詩
を
「
言
は
近
く
し
て
指
は
遠
く
、

詞
は
約
に
し
て
思
い
は
深
し
」
と
讃
え
、「
炳
炳
琅
琅
と
し
て
後
世

に
焜
燿
す
る
者
」
と
褒
め
そ
や
す
が
、
今
日
一
般
に
室
町
後
期
の
禅

僧
た
ち
が
、
禅
宗
草
創
期
の
真
摯
朴
実
な
求
道
精
神
を
失
い
、
唐
土

文
人
の
ま
ね
ご
と
を
し
て
筆
墨
の
末
技
を
競
っ
た
と
の
悪
評
を
被
っ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
策
彦
に
向
け
ら
れ
た
形
ば
か
り
の
賛
辞

は
何
と
も
皮
肉
に
響
く⑩

。

繰
り
返
す
が
、
こ
の
序
文
の
撰
者
は
肝
心
の
聯
句
の
方
は
ほ
と
ん

ど
読
み
込
ん
で
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
の
賛
辞
は
、
通
り
一
遍
の
美

辞
麗
句
を
駆
使
し
た
社
交
辞
令
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
撰
者
の
悲

憤
慷
慨
を
吐
露
し
た
が
ご
と
き
、「
甚
だ
し
き
は
、
百
事
を
棄
て
て

こ
れ
を
心
に
求
め
ず
、
吾
れ
詩
を
能
く
す
る
な
り
、
と
曰
う
に
至
る
。

是
れ
道
い
ま
だ
足
り
ず
し
て
言
を
強
う
る
な
り
」
の
く
だ
り
は
、
欧

陽
脩
か
ら
の
借
り
物
で
、
曲
が
り
な
り
に
も
俗
事
を
閑
却
し
て
忘
我

無
心
の
至
境
を
志
す
禅
僧
に
あ
て
た
言
葉
と
し
て
は
場
違
い
の
感
を

否
め
な
い
。
ま
た
、
撰
者
の
評
語
の
核
心
を
な
す
か
に
見
え
る
「
状

し
難
き
の
景
を
写
す
こ
と
、
目
前
に
在
る
が
如
し
。
含
み
て
尽
く
さ

ざ
る
の
意
、
言
外
に
見
わ
る
。」
と
は
、
梅
堯
臣
の
発
話
に
帰
せ
ら

れ
る
常
套
句
で
、
南
宋
以
降
、「
詩
話
」
と
総
称
さ
れ
る
各
種
の
詩

評
書
を
通
じ
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
の
流
用

は
や
や
も
す
る
と
通
俗
の
臭
み
す
ら
感
じ
さ
せ
る
。
同
じ
く
豊
坊
が

策
彦
に
あ
て
た
と
さ
れ
る
「
謙
斎
記
」
の
自
由
闊
達
、
天
衣
無
縫
な

叙
事
と
比
べ
る
と
、
古
典
の
引
用
ば
か
り
で
内
容
空
疎
な
彫
虫
小
技

と
言
っ
て
も
的
外
れ
で
は
な
か
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
一
世
に
狂
誕

を
う
た
わ
れ
た
鬼
才
・
豊
坊
の
本
領
を
こ
の
中
に
見
て
取
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
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こ
の
序
が
豊
坊
の
撰
と
見
な
さ
れ
る
根
拠
と
な
る
の
は
、
文
末
の

「
南
禺
外
史
豊
存
叔
」
と
い
う
記
名
、
そ
し
て
前
述
の
策
彦
の
日
記

中
に
見
え
る
執
筆
依
頼
の
記
録
で
あ
る
。
し
か
し
、
策
彦
は
こ
の
と

き
実
際
に
豊
坊
と
面
会
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
友
人
の
柯
雨
窓
を
仲

介
役
と
し
て
、
こ
れ
を
依
頼
し
、
現
物
を
入
手
し
た
の
で
あ
る
。
通

常
、
こ
の
状
況
な
ら
ば
、
序
文
の
執
筆
者
の
真
偽
に
疑
い
が
差
し
挟

ま
れ
る
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
柯
雨
窓
が
、
し
ば

し
ば
他
人
の
書
蹟
の
偽
作
を
こ
と
と
す
る
贋
作
の
達
人
で
あ
っ
た
と

な
れ
ば
、
話
は
別
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
豊
坊
自
身
が
稀
代
の
能
書
家
で
、
古
文
字
学
に
造
詣
の

深
い
学
究
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
学
識
を
駆
使
し
て
の
古
典
籍
偽

造
の
大
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
豊

坊
の
門
人
で
、
や
は
り
策
彦
と
交
友
関
係
に
あ
っ
た
方
梅
厓
な
る
人

物
は
、
こ
れ
ま
た
腕
に
覚
え
あ
る
筆
達
者
で
、
お
そ
ら
く
策
彦
の
請

い
を
受
け
て
『
城
西
聯
句
』
稿
本
の
題
字
を
は
じ
め
、
妙
智
院
文
書

中
に
数
々
の
揮
毫
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
梅
厓
は
、
豊

坊
の
筆
跡
を
偽
作
し
て
懐
を
肥
や
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
豊
坊
本
人

は
甚
だ
こ
れ
を
憎
悪
し
、
刺
客
を
放
っ
て
目
玉
を
剔
ろ
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
騙
さ
れ
て
豚
の
目
玉
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
よ
う
な
笑
い
話

が
ま
こ
と
し
や
か
に
語
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
米
谷
均
の
研
究

に
よ
っ
て
、
策
彦
が
初
度
入
明
か
ら
の
帰
国
に
あ
た
っ
て
朝
廷
の
高

官
た
ち
か
ら
贈
ら
れ
た
と
い
う
餞
別
の
墨
蹟
は
、
そ
の
作
者
の
ほ
ぼ

す
べ
て
が
す
で
に
こ
の
世
を
去
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
墨
蹟
は
死
者
の
名
に
お
い
て
作
ら
れ
た

贋
作
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
帰
国
す
る
策
彦
の
手
土
産
に
持
た
せ

る
た
め
請
負
い
役
を
果
た
し
た
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
柯
雨
窓
や
方
梅

厓
で
あ
っ
た⑪

。

策
彦
が
柯
雨
窓
と
の
や
り
と
り
の
中
で
最
初
に
豊
坊
の
名
を
挙
げ

た
時
に
は
、
ど
こ
か
ら
聞
き
つ
け
た
も
の
か
、
豊
坊
が
南
京
に
い
る

と
思
っ
て
い
た
ら
し
い
。
実
際
に
は
豊
坊
は
寧
波
に
帰
住
し
て
い
た

よ
う
だ
が
、
な
ら
ば
、
直
接
面
会
を
申
し
込
ん
で
仁
義
を
切
っ
て
も

よ
さ
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
初
渡
集
』
に
は
そ
れ
を
強

く
望
ん
だ
形
跡
は
見
あ
た
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
は
文
字
に
記
さ
れ
な

い
や
り
と
り
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
が
、
何
と
も
い
ぶ

か
し
い
。
柯
雨
窓
が
策
彦
の
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
豊
坊
の
墨
蹟
を
偽
造

す
る
た
め
、
は
じ
め
か
ら
面
会
を
諦
め
さ
せ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い

は
そ
れ
を
薄
々
感
づ
い
て
い
た
策
彦
が
、
そ
も
そ
も
自
ら
望
ま
な

か
っ
た
の
か
、
憶
測
を
よ
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

柯
雨
窓
に
し
ろ
方
梅
厓
に
し
ろ
、
青
史
に
名
を
刻
む
異
才
を
こ
そ

欠
く
も
の
の
、
詩
も
文
も
一
通
り
こ
な
す
教
養
を
備
え
、
か
つ
他
人



−　 −69

の
筆
墨
を
巧
み
に
模
倣
し
う
る
高
度
な
書
写
技
術
を
身
に
つ
け
た
、

策
彦
に
と
っ
て
は
畏
敬
す
べ
き
中
華
文
人
で
あ
っ
た
。
策
彦
が
明
か

ら
持
ち
帰
っ
た
両
者
親
筆
の
詩
文
は
、
素
人
目
に
見
れ
ば
た
い
そ
う

な
作
品
だ
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。「
城
西
聯
句
序
」
は
楷
書
を
や
や

崩
し
た
行
書
体
で
書
か
れ
て
お
り
、
豊
坊
の
真
蹟
と
さ
れ
る
台
湾
故

宮
の
「
各
体
書
書
訣
」
下
冊
の
行
書
に
見
ま
が
う
ば
か
り
だ
が
、
臨

書
に
手
慣
れ
た
達
意
の
筆
で
あ
れ
ば
、
こ
の
く
ら
い
の
模
倣
は
朝
飯

前
な
の
で
は
な
い
か
。
一
方
、
策
彦
が
中
国
滞
在
中
に
書
か
せ
た
東

坡
巾
を
被
っ
た
頂
相
「
策
彦
周
良
図
」
に
は
柯
雨
窓
親
筆
の
賛
が
附

さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
形
よ
く
整
っ
た
楷
書
体
で
は
あ
る
も
の
の
、

「
城
西
聯
句
序
」
の
筆
跡
と
ど
こ
か
似
た
風
合
い
を
感
じ
さ
せ
る⑫

。

ち
な
み
に
、
豊
坊
の
遺
文
を
集
め
た
『
万
巻
楼
遺
集
』
に
は
、
こ

の
「
城
西
聯
句
序
」
も
、
ま
た
後
年
の
策
彦
二
度
目
の
渡
明
時
に
贈

ら
れ
た
「
謙
斎
記
」
も
載
録
さ
れ
て
い
な
い
。
同
遺
文
集
は
、
本
人

の
死
後
半
世
紀
を
経
た
万
暦
四
五
年
（
一
六
一
七
）
に
時
の
地
方
官

の
後
押
し
を
受
け
、孫
の
豊
建
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

豊
坊
は
晩
年
に
家
産
を
食
い
つ
ぶ
し
て
零
落
し
、
そ
の
手
稿
は
万
巻

楼
に
伝
え
ら
れ
た
万
巻
の
蔵
書
と
と
も
に
相
当
分
が
散
佚
し
た
と
お

ぼ
し
い
こ
と
か
ら
、
か
り
に
豊
坊
の
実
作
だ
っ
た
と
し
て
も
残
ら
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
が
豊
坊
の
真

蹟
で
あ
る
と
い
う
確
証
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
確
証
が
な
い

こ
と
は
、
そ
う
で
な
い
と
い
う
証
拠
に
は
な
ら
な
い
が
、
確
実
な
答

え
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。
以
上
の
状
況
か
ら
推
測

す
る
に
、
こ
れ
が
む
し
ろ
柯
雨
窓
か
、
あ
る
い
は
方
梅
厓
に
よ
る
偽

作
、
も
し
く
は
豊
坊
の
黙
認
を
経
て
の
代
作
で
あ
る
と
い
う
可
能
性

を
決
し
て
排
除
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
は
、
一
応
の
結
論
と
し
て
こ

こ
で
提
示
し
て
お
き
た
い
。

さ
し
あ
た
り
、
こ
の
あ
た
り
ま
で
が
、
現
時
点
に
お
け
る
筆
者
の

探
究
の
限
界
で
あ
る
。
こ
の
序
を
豊
坊
以
外
の
何
者
か
の
作
と
見
な

す
に
足
る
決
定
的
な
証
拠
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
そ

う
し
た
疑
念
は
、
単
な
る
主
観
的
な
印
象
論
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で

挙
げ
て
き
た
状
況
証
拠
か
ら
、
ま
っ
た
く
の
虚
妄
と
も
言
い
が
た
い

の
で
は
な
い
か
。
豊
坊
の
真
筆
か
、
そ
れ
と
も
柯
雨
窓
も
し
く
は
方

梅
厓
に
よ
る
偽
作
か
、
最
終
的
な
結
論
は
出
な
い
ま
ま
稿
を
閉
じ
ね

ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
を
従
来
ど
お
り
に
「
豊
坊
撰
」
と
呼
び
捨
て

る
こ
と
も
、
ま
た
穏
当
を
欠
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
標
題
を
「
伝
豊

坊
撰
」
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

註①	
史
料
編
纂
所
の
写
真
帳
は
、
請
求
記
号
：
六
一
七
〇
―
六
二
―
一
五
，

フ
ィ
ル
ム
番
号
：
二
〇
〇
八
―
二
三
，
原
蔵
者
分
類
番
号
：
〇
二
―
三
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三
二
―
一
四
。
策
彦
入
明
記
録
に
関
し
て
は
、〔
牧
田 

二
〇
一
六
〕
第

二
部
「
策
彦
入
明
記
の
系
譜
」
ほ
か
、〔
伊
川
二
〇
〇
七
〕〔
須
田 

二

〇
一
三
〕を
参
照
。
ま
た
、策
彦
入
明
時
の
将
来
典
籍
に
つ
い
て
は
、〔
岡

本
二
〇
一
三
〕に
詳
し
い
。〔
牧
田 

二
〇
一
六
〕第
二
部
の
初
版
本〔
牧

田 

一
九
五
九
〕
下
巻
・
第
四
章
「
五
山
文
学
史
上
の
策
彦
」
第
六
節
「
中

国
書
籍
の
輸
入
と
中
国
文
人
と
の
交
友
」
に
は
、「
城
西
聯
句
序
」
の

書
影
が
一
部
で
は
あ
る
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。（
一
七
二
―
一
七
三
頁
）

②	

『
城
西
聯
句
』
に
関
し
て
は
、〔
牧
田 

二
〇
一
六
〕
第
二
部
・「
五
山
文

学
史
上
の
策
彦
」
第
二
節
「
聯
句
類
に
つ
い
て
」、お
よ
び
第
六
節
「
中

国
書
籍
の
輸
入
と
中
国
文
人
と
の
交
友
」
の
ほ
か
、〔
深
沢
二
〇
一
五
〕

第
一
章
「『
城
西
聯
句
』
の
成
り
立
ち
と
内
容
」
を
参
照
。
そ
の
版
本

に
つ
い
て
は
、〔
深
沢
二
〇
一
七
〕〔
深
沢 
二
〇
一
八
〕
に
詳
し
い
。

③	

中
国
の
聯
句
に
つ
い
て
は
、〔
青
木 

一
九
七
〇
〕〔
能
勢 

一
九
八
二
〕〔
川

合 

二
〇
〇
六
〕
を
参
照
。
中
唐
の
聯
句
に
つ
い
て
は
、〔
川
合 

二
〇

〇
〇
〕〔
齋
藤 

二
〇
〇
七
〕
が
鑑
賞
の
手
引
き
と
な
ろ
う
。

④	

漢
詩
聯
句
の
日
本
的
発
展
に
つ
い
て
は
、〔
能
勢 

一
九
八
二
〕
に
詳
し

い
。
日
本
式
聯
句
の
作
例
を
み
る
に
は
、〔
来
田
編 

一
九
九
七
〕
が
よ

い
。
近
年
の
作
業
と
し
て
〔
楊 

二
〇
一
五
〕
以
下
が
あ
る
。

⑤	

中
世
日
本
社
会
に
お
け
る
聯
句
の
社
会
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
〔
朝

倉 

一
九
九
六
〕
を
参
照
。〔
岡
本 

二
〇
二
三
〕
は
、
策
彦
の
『
聯
句
』

な
る
作
品
集
か
ら
そ
の
交
友
関
係
を
探
る
。
ご
く
最
近
の
動
向
と
し

て
、
渡
邊
樹
「
中
世
後
期
漢
聯
句
資
料
の
注
釈
的
研
究
」
と
い
う
学

振
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
策
彦
の
『
聯
句
』
を
含
め
た
日
本
禅
林

の
漢
詩
聯
句
に
注
釈
を
つ
け
る
作
業
を
進
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

成
果
に
期
待
し
た
い
。

⑥	

策
彦
周
良
の
生
涯
と
そ
の
使
節
行
に
つ
い
て
は
、
長
ら
く
〔
牧
田 

二

〇
一
六
〕
が
決
定
版
と
し
て
の
地
位
を
占
め
て
き
た
が
、
近
年
、
日

中
関
係
史
研
究
の
盛
行
に
よ
り
、
そ
れ
を
塗
り
替
え
る
学
術
的
成
果

が
少
な
か
ら
ず
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
〔
伊

川 

二
〇
〇
七
〕
だ
が
、
策
彦
を
直
接
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
入
明

記
録
全
般
の
中
で
策
彦
に
言
及
す
る
も
の
と
し
て
は
、〔
伊
藤 

二
〇
一

三
〕〔
村
井
等
編 

二
〇
一
五
〕〔
須
田 

二
〇
二
一
〕
な
ど
。〔
須
田 

二

〇
一
三
〕〔
須
田 

二
〇
二
三
〕
は
そ
れ
ぞ
れ
『
初
渡
集
』
と
『
再
渡
集
』

の
文
献
学
的
解
説
。
両
度
入
明
記
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、『
初
渡
集
』

巻
中（
嘉
靖
一
八
年
五
月
二
二
日
～
同
年
一
〇
月
六
日
）に
つ
い
て
は
、

〔
伊
藤
・
岡
本
等 

二
〇
一
三
〕、『
再
渡
集
』
に
つ
い
て
は
〔
須
田
編 

二
〇
二
三
〕
が
、
現
時
点
で
最
良
の
翻
刻
を
提
供
す
る
。〔
岡
本 

二
〇

一
三
・
二
〇
二
三
〕〔
岡
本
・
須
田 

二
〇
一
四
・
二
〇
一
七
・
二
〇
二

〇
・
二
〇
二
一
〕〔
須
田
・
岡
本 

二
〇
一
三
〕
は
、
妙
智
院
や
宮
内
庁

所
蔵
の
諸
記
録
の
う
ち
、
策
彦
の
生
平
や
そ
の
入
明
使
節
行
に
関
わ

る
史
料
を
紹
介
。〔
須
田 

二
〇
一
四
〕〔
米
谷 

二
〇
一
五
〕
は
、
策
彦

の
詩
文
が
文
学
的
な
虚
構
を
含
み
、
す
べ
て
を
史
実
と
見
な
す
べ
き

で
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。〔
米
谷 

二
〇
一
三
〕
年
は
策
彦
入
明
記
を

活
用
し
た
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
儀
礼
の
比
較
研
究
。〔
陳 

二
〇
一
一
〕〔
朱 

二
〇
一
三
〕
は
中
国
の
研
究
者
に
よ
る
中
国
語
の
研
究
成
果
。
策
彦

の
両
度
の
使
節
行
に
お
け
る
豊
坊
の
交
流
を
扱
っ
た
〔
山
崎 

二
〇
一

八
〕
は
、
台
湾
中
央
研
究
院
で
の
報
告
を
も
と
に
し
た
拙
稿
。
本
稿

と
も
関
わ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
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⑦	

豊
坊
と
い
う
人
物
を
正
面
か
ら
扱
っ
た
〔
平
岡 

一
九
五
一
〕
は
、
経

学
と
文
字
学
の
両
側
面
に
切
り
こ
ん
だ
古
典
的
名
著
。〔
陳
斐
蓉 

二
〇

一
八
〕
は
、
書
道
史
の
観
点
か
ら
現
存
す
る
豊
坊
の
手
蹟
を
検
討
し

た
も
の
だ
が
、
巻
頭
に
詳
細
な
評
伝
を
掲
げ
る
。
宋
代
以
来
の
豊
氏

一
族
の
家
系
に
つ
い
て
は
、〔
近
藤 

二
〇
一
三
〕
に
詳
し
い
。
豊
坊
の

生
平
、
策
彦
と
の
接
触
、
お
よ
び
そ
の
日
明
関
係
史
上
の
意
義
に
つ

い
て
は
、
拙
稿
〔
山
崎 

二
〇
一
八
〕
に
筆
者
の
所
見
を
示
し
た
が
、

本
稿
の
着
想
以
前
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
執
筆
時
の
定
説

に
し
た
が
い
「
城
西
聯
句
序
」
を
豊
坊
の
真
蹟
と
し
て
論
じ
て
い
る
。

⑧	

こ
の
時
の
策
彦
と
柯
雨
窓
と
の
や
り
と
り
は
、『
策
彦
和
尚
初
渡
集
』

（
中
）
嘉
靖
十
八
年
十
月
五
日
、
同
書
（
下
之
上
）
嘉
靖
十
八
年
十
月

七
日
・
九
日
・
十
二
日
に
関
連
す
る
記
述
が
あ
る
。（〔
伊
藤
・
岡
本

等 

二
〇
一
三
〕・〔
牧
田 

二
〇
一
六
〕）。

⑨	

『
城
西
聯
句
』
諸
版
本
に
つ
い
て
は
、〔
深
沢 

二
〇
一
七
〕〔
深
沢 

二

〇
一
八
〕。『
續
本
朝
通
鑑
』
後
奈
良
天
皇
三
、天
文
九
年
条
に
、「
是
年
，

僧
周
良
入
明
國
燕
京
。」
と
あ
る
の
に
続
き
、「
良
好
聯
句
，至
九
千
句
，

入
明
時
携
之
，
令
浙
江
豐
存
叔
作
序
。」
と
あ
る
。

⑩	

禅
林
の
詩
風
の
通
史
的
理
解
に
つ
い
て
は
〔
玉
村 

一
九
六
六
〕〔
蔭
木 

一
九
七
七
〕
を
参
照
。
後
者
の
第
二
編
第
四
章
第
六
節
に
著
さ
れ
る

策
彦
へ
の
評
価
は
こ
と
の
ほ
か
手
厳
し
い
。

⑪	

方
梅
厓
は
、
諱
を
仕
と
い
い
、
そ
の
生
平
に
関
し
て
は
史
書
に
若
干

の
記
述
が
あ
る
。〔
陳 

二
〇
〇
八
〕
を
参
照
。〔
米
谷 

二
〇
一
五
〕
は
、

策
彦
に
贈
ら
れ
た
名
士
た
ち
の
詩
文
が
、
寧
波
文
人
に
よ
る
偽
作
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
画
期
的
論
考
。

⑫	

柯
雨
窓
の
生
平
に
つ
い
て
は
他
の
文
献
に
徴
す
る
す
べ
が
な
い
が
、

そ
の
手
蹟
は
妙
智
院
所
蔵
「
策
彦
和
尚
入
明
記
録
及
送
行
書
画
類
十

四
種
」
に
含
ま
れ
る
「（
三
）
策
彦
周
良
図
」「（
八
）
送
別
誌
」「（
九
）

衣
錦
栄
帰
図
」
に
付
せ
ら
れ
た
詩
文
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

筆
者
に
は
そ
れ
ら
の
巧
拙
を
判
断
す
る
能
力
は
な
い
が
、
か
り
に
著

名
文
人
の
手
に
な
る
も
の
と
偽
称
し
て
流
通
し
て
い
て
も
見
破
ら
れ

る
こ
と
は
な
い
の
で
は
と
思
わ
せ
る
見
事
な
作
品
で
あ
る
。（〔
牧
田 

二
〇
一
六
〕
第
一
部
・
十
二 

雑
録
・（
二
）
策
彦
禅
師
衣
錦
栄
帰
序
「
贈

怡
齋
禪
師
衣
錦
榮
歸
賦
」）

参
考
文
献

青
木
正
児 

一
九
七
〇
：「
聯
句
浅
説
」（『
青
木
正
児
全
集
』
第
七
巻
、春
秋
社
、

一
九
七
〇
、
初
出
：『
山
口
大
学
文
学
会
誌
』
一
、
一
九
五
〇
）

伊
川
健
二 

二
〇
〇
七
：「『
戊
子
入
明
記
』
に
描
か
れ
た
遣
明
船
」（『
大
航
海

時
代
の
東
ア
ジ
ア
―
日
欧
交
通
の
歴
史
的
前
提
―
』
吉
川
弘
文
館
、

第
二
部
第
一
章
）

伊
藤
幸
司 

二
〇
一
三
：「
入
明
記
か
ら
み
た
東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流
」（
中
島

楽
章
・
伊
藤
幸
司
編
『
寧
波
と
博
多
』
汲
古
書
院
）

伊
藤
幸
司
・
岡
本
弘
道
・
須
田
牧
子
・
中
島
楽
章
・
西
尾
賢
隆
・
橋
本
雄
・

山
崎
岳
・
米
谷
均 

二
〇
一
三
：「
妙
智
院
所
蔵
『
初
渡
集
』
巻
中
・
翻

刻
」（
中
島
楽
章
・
伊
藤
幸
司
編
『
寧
波
と
博
多
』
汲
古
書
院
）

岡
本
真 
二
〇
一
三
：「
目
録
か
ら
み
た
妙
智
院
旧
蔵
策
彦
周
良
入
明
関
係
史

料
」（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
文
学
部
日
本
史
学
研

究
室
編
『
中
世
政
治
社
会
論
叢
：
村
井
章
介
先
生
退
職
記
念
』
東
京
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大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
）

岡
本
真 
二
〇
二
三
：「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
聯
句
』
に
み
る
策
彦
周
良
の

周
辺
」（『
市
史
研
究　

ふ
く
お
か
』
一
八
）

岡
本
真
・
須
田
牧
子 

二
〇
一
四
：「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
策
彦
和
尚
往
来

筆
記
』」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
紀
要
』
二
四
）

岡
本
真
・
須
田
牧
子 
二
〇
一
七
：「
天
龍
寺
妙
智
院
所
蔵
『
入
明
略
記
』」（『
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
七
）

岡
本
真
・
須
田
牧
子 

二
〇
二
〇
：「
天
龍
寺
妙
智
院
所
蔵
『
大
明
譜
』」（『
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
三
〇
）

岡
本
真
・
須
田
牧
子 

二
〇
二
一
：「
天
龍
寺
妙
智
院
所
蔵『
謙
斎
南
遊
集
』」（『
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
三
一
）

蔭
木
英
夫 

一
九
七
七
：『
五
山
詩
史
の
研
究
』（
笠
間
書
院
）

川
合
康
三 

二
〇
〇
〇
：「
韓
愈
・
孟
郊
『
城
南
聯
句
』
初
探
」（『
中
国
文
学
報
』

六
一
）

川
合
康
三 

二
〇
〇
六
：「
中
国
の
聯
句
」（
京
都
大
学
国
文
学
研
究
室
・
中
国

文
学
研
究
室
編『
京
都
大
学
蔵
実
隆
自
筆
和
漢
聯
句
訳
注
』臨
川
書
店
）

来
田
隆
編 

一
九
九
七
：『
湯
山
聯
句
抄 : 

本
文
と
総
索
引
』（
清
文
堂
）

近
藤
一
成 

二
〇
一
三
：「
豊
氏
一
族
と
重
層
す
る
記
憶
」（
早
坂
俊
廣
編
『
文

化
都
市　

寧
波
』（
東
ア
ジ
ア
海
域
に
漕
ぎ
出
す
２
）
東
京
大
学
出
版

会
）

齋
藤
茂 

二
〇
〇
七
：「
韓
孟
聯
句
の
魅
力
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
九
五
）

朱
莉
麗 

二
〇
一
三
：『
行
觀
中
國
―
日
本
使
節
眼
中
的
明
代
社
會
―
』（
復

旦
大
學
出
版
社
）

須
田
牧
子 

二
〇
一
三
：「
妙
智
院
所
蔵
『
初
渡
集
』
巻
中
・
解
説
」（
中
島
楽

章
・
伊
藤
幸
司
編
『
寧
波
と
博
多
』
汲
古
書
院
）

須
田
牧
子 

二
〇
一
四
：「
杭
州
へ
の
あ
こ
が
れ
、
虚
構
の
詩
作
」（
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
編
『
日
本
史
の
森
を
ゆ
く
』
中
公
新
書
）

須
田
牧
子 

二
〇
二
一
：「
遣
明
使
節
の
旅
」（『
日
本
歴
史
』
八
七
二
）

須
田
牧
子
編 

二
〇
二
三
：『
訳
注
『
再
渡
集
』（
稿
）』（
科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
中
世
後
期
日
明
関
係
の
人
的
基
盤
の
研
究
―
「
初

渡
集
」「
再
渡
集
」
を
中
心
に
―
」
研
究
成
果
報
告
書
）

須
田
牧
子
・
岡
本
真 

二
〇
一
三
：「
天
龍
寺
妙
智
院
所
蔵
『
明
国
諸
士
送
行
』」

（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
紀
要
』
二
三
）

禅
学
大
辞
典
編
纂
所
編 

一
九
八
五
：『
禅
学
大
辞
典
』（
大
修
館
書
店
）

玉
村
竹
二 

一
九
六
六
：『
五
山
文
学
―
大
陸
文
化
紹
介
者
と
し
て
の
五
山
禅

僧
の
活
動
―
』（
増
補
版
、
日
本
歴
史
新
書
、
至
文
堂
）

玉
村
竹
二 

二
〇
〇
三
：『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』（
思
文
閣
出
版
）

陳
小
法 

二
〇
〇
八
：「
明
代
寧
波
人
方
仕
と
日
本
の
文
化
交
流
」（『
日
本
思

想
文
化
研
究
』
一
）

陳
小
法 

二
〇
一
一
：『
明
代
中
日
文
化
交
流
』（
商
務
印
書
館
）

陳
斐
蓉 

二
〇
一
八
：『
豐
坊
存
世
書
跡
叢
考
』（
浙
江
大
學
出
版
社
）

能
勢
朝
次 

一
九
八
二
：「
聯
句
と
連
歌
」（『
能
勢
朝
次
著
作
集
』
第
七
巻
、

思
文
閣
出
版
、
初
出
：『
俳
句
と
連
歌
』
要
書
房
、
一
九
五
〇
）

平
岡
武
夫 

一
九
五
一
：「
古
書
の
幻
想
と
文
字
の
魅
惑
―
豊
坊
の
古
書
世
学

―
」（『
経
書
の
伝
統
』
第
五
章
、
岩
波
書
店
）

深
沢
眞
二 
二
〇
一
五
：「
策
彦
周
良
の
聯
句
文
芸
」（
鈴
木
健
一
編
『
形
成
さ

れ
る
教
養
：
十
七
世
紀
日
本
の
〈
知
〉』
勉
誠
出
版
）

深
沢
眞
二 

二
〇
一
七
：「『
城
西
聯
句
』
の
諸
本
（
上
）」（
大
東
急
記
念
文
庫
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編
『
か
が
み
』
四
七
）

深
沢
眞
二 

二
〇
一
八
：「『
城
西
聯
句
』
の
諸
本
（
下
）」（
大
東
急
記
念
文
庫

編
『
か
が
み
』
四
八
）

牧
田
諦
亮 
二
〇
一
六
：『
策
彦
入
明
記
の
研
究
』（『
牧
田
諦
亮
著
作
集
』
巻
五
、

臨
川
書
店
、
原
版
：『
策
彦
入
明
記
の
研
究
（
上
・
下
）』
法
蔵
館
、

一
九
五
五
・
一
九
五
九
）

村
井
章
介
編
集
代
表
、
伊
藤
幸
司
・
須
田
牧
子
・
関
周
一
・
橋
本
雄
編 

二
〇

一
五
：『
日
明
関
係
史
研
究
入
門 : 

ア
ジ
ア
の
な
か
の
遣
明
船
』（
勉
誠

出
版
）

山
崎
岳 

二
〇
一
八
：「
攜
古
詩
書
坑
焚
前 
聖
賢
道
化
可
無
疑
：
日
本
貢
使
策

彥
周
良
與
寧
波
解
元
豐
坊
的
文
墨
之
交
」（『
亞
洲
海
域
間
的
信
息
傳

遞
與
相
互
認
識
』
中
央
研
究
院
人
文
社
會
科
學
研
究
中
心
）

楊
昆
鵬 

二
〇
一
五
：「『
鳳
城
聯
句
集
』
訓
注
稿
（
一
）」（『
京
都
大
学
国
文

学
論
叢
』
三
四
）

米
谷
均 

二
〇
一
三
：「
日
明
・
日
朝
間
に
お
け
る
粛
拝
儀
礼
に
つ
い
て
」（
中

島
楽
章
・
伊
藤
幸
司
編
『
寧
波
と
博
多
』
汲
古
書
院
）

米
谷
均 

二
〇
一
五
：「
中
世
日
明
関
係
に
お
け
る
送
別
詩
文
の
虚
々
実
々
―

死
せ
る
寧
波
文
人
、
生
け
る
遣
明
使
団
員
を
ね
ぎ
ら
う
―
」（『
北
大

史
学
』
五
五
）

［
附
記
］

末
筆
な
が
ら
、
本
資
料
の
利
用
を
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
妙
智
院
ご
住
職
島
見

周
隆
様
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


